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「
教
化
」

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
儒
教
復
興

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ビ
リ
ユ
＆
ジ
ョ
エ
ル
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ル

（
翻
訳
＝
小
野
寺
史
郎
）

　
新
た
な
千
年
紀
の
大
陸
中
国
に
お
い
て
、
古
典
的
な
中
国
伝
統
、
特
に
「
儒
教
」
が
大
々
的
に
復
興
し
つ
つ
あ
る

）
1
（

。
こ
の

現
象
は
、
文
化
の
政
治
的
利
用
に
限
ら
れ
た
も
の
で
も
、
単
な
る
エ
リ
ー
ト
の
特
権
で
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
発
達
段

階
ご
と
に
異
な
る
形
態
を
取
る
こ
と
で
、
異
な
る
社
会
層
の
間
に
次
第
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
最
も
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
は
教
育
の
場
で
あ
る
。
子
供
の
「
古
典
講
読
」
や
、
古
来
の
教
育
制
度
の
再
発
見
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
の
「
国
学
」

（guoxue

）
課
程
な
ど
が
昨
今
の
運
動
の
例
で
あ
る
。

　
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
両
義
的
な
現
象
は
、「
教
化
」
（jiaohua

、
自
己
を
変
革
し
、
他
者
に
訓
練
を
施
す
）
と
い
う
伝
統
的
な
言
葉

で
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
こ
の
現
象
が
起
き
て
い
る
特
殊
な
歴
史
的
中
継
点
に
お
い
て
は
、
現
実
的
で
あ
る

と
同
時
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
過
去
の
「
伝
統
」
が
、
未
来
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
と
も
に
、
中
国
文
化
の
役
割
を
肯
定
す
る
こ
と

（
1
）“C

onfucianism
”

は
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
宗
教
に
関
す
る
近
代
科
学
の
産
物
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
「
儒
家
」（rujia

）
あ
る
い

は
「
儒
教
」（rujiao

）
と
は
部
分
的
に
し
か
重
な
ら
な
い
、
西
洋
的
な
概
念
で
あ
る
。「
儒
家
」「
儒
教
」
と
い
う
観
念
は
、
歴
史
的
な
文
脈
に
応
じ
て
、

全
く
異
な
っ
た
意
味
を
も
含
む
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は“C

onfucianism
”

と
い
う
概
念
に
引
用
符
を
付
す
。
近
代
的
な
文
脈
に
お
い
て
は
、

“C
onfucianism

”

と
い
う
概
念
は
客
観
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
よ
り
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
断
定
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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に
寄
与
し
て
い
る
。
新
儒
家
の
取
り
組
み
は
、
展
開
し
つ
つ
あ
る
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
「
経
験
の
構
造
」
と
、
中
国
社
会
の
改

革
開
放
に
よ
っ
て
突
然
拡
大
し
た
「
予
想
の
領
域
」
の
間
隙
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る

）
2
（

。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
教
育
の
「
儒
教
的
」
再
発
見
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
制
度
化
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、

そ
の
再
発
見
を
め
ぐ
る
文
脈
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
主
な
特
徴
の
一
つ

―
そ
の
逆

説
的
な
反
知
性
主
義

―
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

回
想
と
予
想
の
間

―
教
育
の
「
儒
教
的
」
再
発
見
を
め
ぐ
る
文
脈
と
そ
の
論
点

　
儒
教
に
影
響
を
受
け
た
教
育
機
関
の
二
〇
世
紀
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
す
る
前
に
、
二
一
世
紀
最
初
の
一
〇

年
間
の
文
化
史
的
特
徴
の
う
ち
何
が
新
し
い
の
か
に
つ
い
て
最
初
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
の
新
た
な
事
態

　
こ
の
新
し
い
時
代
精
神
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
は
、
過
去
三
〇
年
間
に
「
伝
統
」
と
い
う
概
念
に
付
け
加
え
ら
れ
た
異

な
る
意
味
づ
け
を
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
か
も
知
れ
な
い
。

　
毛
沢
東
後
の
一
九
八
〇
年
代
、
知
識
人
た
ち
は
中
国
の
「
啓
蒙
」
の
再
生
の
た
め
、「
伝
統
」
と
い
う
観
念
を
二
重
の
拒
絶

の
対
象
に
選
ん
だ
。「
伝
統
」（chuantong

）
は
、
過
去
の
帝
国
を
意
味
す
る
の
に
使
わ
れ
、
静
止
し
た
専
制
的
な
も
の
と
見
な

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
毛
沢
東
の
共
産
主
義
を
指
す
の
に
も
使
わ
れ
た
。
毛
沢
東
主
義
は
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
へ
の
失

望
に
よ
る
伝
統
へ
の
後
退
と
解
釈
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
、
天
安
門
に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
、
全
く
異

な
る
状
況
が
出
現
し
た
。
後
に
「
国
学
」（guoxue

）
と
い
う
よ
り
曖
昧
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
徐
々
に
統
合
さ
れ
て
い
く
以
前
に

は
、
二
つ
の
過
程
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
学
術
的
エ
リ
ー
ト
を
惹
き
付
け
る
運
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
出
発
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点
に
お
い
て
は
、
後
に
生
じ
た
よ
う
な
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
精
神
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

―
そ

れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
ナ
イ
ー
ヴ
な
西
洋
中
心
主
義
を
越
え
る
こ
と
と
同
時
に

）
3
（

、
非
政
治
化
へ
の
決
意
を
強
調
し
た

も
の
だ
っ
た
。
事
実
、
中
国
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
の
こ
の
新
し
い
研
究
は
「
学
術
」
（xueshu

）
に
そ
の
起
源
を
持
つ
も
の

だ
っ
た
が
、
こ
の
「
学
術
」
と
い
う
言
葉
は
科
学
的
あ
る
い
は
学
術
的
な
価
値
を
意
味
す
る
も
の
で
、
毛
沢
東
の
下
で
「
公
式

の
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
指
す
の
に
使
わ
れ
た
「
思
想
」
（sixiang

）
と
い
う
曖
昧
な
言
葉
と
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
知
識
人
の
独
立
の
肯
定
と
平
行
し
て
、
一
九
九
二
年
以
後
の
市
場
経
済
の
復
活
に
よ
っ
て
あ
る
種
の

大
衆
文
化
の
成
長
が
可
能
に
な
っ
た
。「
伝
統
的
な
」
性
格
の
商
品
が
最
初
か
ら
消
費
者
の
欲
望
を
惹
き
つ
け
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、「
中
国
」
へ
の
言
及
は
次
第
に
市
場
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
国
学
の
進
歩
に
加
え
、
公
式
の
政
治
的
ド
ク

ト
リ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
を
取
っ
た
こ
と
で
、
正
統
性
を
得
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、「
伝
統
」
の
占
有
に
重
大
な
進
展
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
想
像
か
ら
現
実
へ
の
漸
進
的
な
移
行
が
あ
っ

た
。
少
し
前
の
ポ
ス
ト
毛
沢
東
時
代
に
は
、
伝
統
文
化
が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
た
た
め
「
想
像
上
の
伝
統
」
し
か
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
以
前
に
は
否
定
さ
れ
無
視
さ
れ
た
歴
史
的
な
連
続
性
を
回
復

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

）
4
（

。
同
時
に
、
理
論
か
ら
実
践
へ
の
移
行
が
存
在
し
た
。
伝
統
へ
の
、
無
内
容
な
、
呪
文
を
唱
え
る
よ
う

な
言
及
に
よ
っ
て
、
古
来
の
文
化
的
遺
産
の
現
実
的
な
占
有
へ
の
道
が
築
か
れ
た
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
進
行
中
の
変
革
や
再

生
を
犠
牲
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
価
値
は
も
は
や
単
に
引
き
合
い
に
出
す
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
家
族
内

（
2
）Reinhart K

oselleck, “Erfahrungsraum
 und Erw

artungshorizont : zw
ei historische K

ategorien”, Vergangene Zukunft, Suhrkam
p Taschenbuch, 1989, pp. 

349–375.

（
3
）
文
化
大
革
命
以
後
の
こ
の
中
国
の
「
文
化
的
伝
統
」
の
再
発
見
と
い
う
知
識
人
の
風
潮
と
、「
西
洋
文
化
」
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
よ

う
と
す
る
「
相
対
主
義
的
」
視
角
に
つ
い
て
は
、Joël T

horaval, “La fièvre culturelle chinoise : de la stratégie à la théorie,” C
ritique, n° 507-508, 1989, 

pp. 558–572. 

を
参
照
。

（
4
）Joël T

horaval, “La tradition rêvée, réflexions sur L’Elégie du fleuve de Su X
iaokang,” L’Infini, 1990, pp.146–168.
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の
儀
礼
か
ら
服
の
着
方
や
装
飾
の
技
術
ま
で
、
現
実
に
様
々
な
方
法
で
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
る
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
た

）
5
（

。
こ

れ
ら
の
多
様
な
実
践
は
、
無
視
し
得
な
い
ほ
ど
帝
国
に
言
及
す
る
、
メ
デ
ィ
ア
上
の
新
し
い
風
潮
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
は
そ
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
。

　
儒
教
復
興
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
「
文
化
的
伝
統
」
一
般
の
文
脈
に
組
み
込
ま
れ
た
の
か
。

　
こ
れ
ら
の
現
象
の
過
度
に
単
純
な
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
は
、
巨
大
な
人
口
を
有
す
る
こ
と
で
、

〔
中
国
が
〕
多
面
的
で
相
対
的
に
捉
え
難
い
性
質
を
も
つ
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
は
件
の
運
き
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
無
関
心
な
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
敵
対
す
る
動
き
も
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
特
に
、「
儒
教
」
復
興
に
よ
っ
て
、
実
際
に
、
時
に
古
い
主

張
に
力
を
貸
す
よ
う
な
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
反
儒
教
主
義
が
生
ま
れ
た
。「
文
芸
復
興
」
に
好
意
的
な
知
識
人
た
ち
が
、
新
伝

統
主
義
的
な
「
道
徳
重
建
」（
道
徳
の
再
建
）
を
煽
る
こ
と
に
反
対
し
た
二
〇
〇
七
年
の
会
議
に
こ
の
実
例
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

―
あ
る
意
味
で
彼
ら
は
リ
ベ
ラ
ル
な
個
人
主
義
者
で
あ
り
、「
啓
蒙
」
運
動
の
後
継
者
で
あ
っ
た

）
6
（

。

　
こ
れ
は
必
ず
し
も
新
し
い
現
象
で
は
な
い
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
一
九
八
〇
年
代
に
、「
四
小

龍
」
〔
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〕
が
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
た
間
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
儒
教
復
興
」
と
、
有
名
な

「
ア
ジ
ア
的
価
値
」
の
再
発
見
が
注
目
さ
れ
て
い
た

）
7
（

。
一
九
九
七
年
の
金
融
危
機
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
終
焉

の
結
果
、
よ
り
控
え
め
で
微
妙
な
見
方
が
現
れ
た
の
だ
が
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
調
査
は
、
こ
の
現
象
が
中
国
に
お
け
る
長
期

的
な
傾
向
で
あ
り
、
長
期
的
な
進
歩
と
矛
盾
し
な
い
、
速
度
と
重
要
性
の
変
化
の
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
た
歴
史
的
な
潮
流
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
実
際
、
儒
教
復
興
へ
の
言
及
は
、
先
行
し
て
中
国
の
外
（
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
か
ら
起
こ
っ
た
が
、
計

算
づ
く
の
、
し
か
し
同
時
に
決
定
的
で
あ
っ
た
公
式
の
寛
容
政
策
に
よ
っ
て
、
う
ま
く
大
陸
で
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る

）
8
（

。
こ
の
新
し
い
状
況
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
「
儒
教
」
の
遺
産
を
、
際
立
っ
た
深
さ
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
一
世
紀
最
初
の
十
年
間
の
特
徴
は
、
次
の
三
つ
の
変
化
で
あ
る
。
第
一
に
、「
儒
教
」
は
も
は
や
単
純
に
、
発
展
や
「
近
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代
化
」
に
奉
仕
す
る
よ
う
な
、
あ
る
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
一
九
〇
〇
年
代
の
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
熱
」

は
、
儒
教
と
資
本
主
義
の
積
極
的
な
関
係
の
例
を
求
め
た
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
再
読
と
い
う
試
み
を
決
し
て
越
え
る
も

の
で
は
な
か
っ
た

）
9
（

。
儒
教
の
思
想
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
今
や
そ
れ
自
体
の
中
に
そ
の
存
立
基
盤
や
未
来
へ
の
視
角
を

見
出
す
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
理
論
家
た
ち
の
中
に
は
、
儒
教
は
も
は
や
西
洋
思
想
の
補
完
物
と
し
て
奉
仕
す
る
の
で

は
な
く
、
西
洋
思
想
に
取
っ
て
代
わ
る
の
だ
、
と
主
張
す
る
者
も
い
る
。
第
二
に
、「
儒
教
」
に
影
響
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト
や

実
践
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
知
識
人
エ
リ
ー
ト
の
特
権
で
は
な
く
な
り
、
一
般
民
衆
が
そ
れ
ら
に
対
し
て
熱
意
を
持
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
知
識
人
や
当
局
者
の
領
域
外
の
「
民
間
儒
家
」
に
基
づ
く
運
動
の
意
図
的
な
肯
定
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
最
後

に
、
儒
教
実
践
の
進
展
は
、
そ
の
重
要
性
が
地
方
的
な
あ
る
い
は
地
域
的
な
も
の
に
止
ま
る
場
合
で
さ
え
も
、
今
や
そ
の
制
度

（
5
）
こ
の
よ
う
な
過
去
へ
の
断
片
化
さ
れ
た
回
帰
に
つ
い
て
他
に
も
多
く
の
兆
候
を
指
摘
で
き
る
。
最
近
の
「
家
譜
」（
家
系
図
）
の
流
行
、
特
定
の
民
間

祝
日
の
復
活
、
中
国
骨
董
へ
の
激
し
い
愛
好
、
企
業
名
の
変
化
（
一
九
八
〇
年
代
に
は
西
洋
風
の
名
前
を
つ
け
る
の
が
流
行
し
た
が
、
現
在
で
は
伝
統
的

な
も
の
を
使
う
の
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
）、
料
理
屋
の
装
飾
が
よ
り
伝
統
的
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
、「
茶
文
化
」
の
人
気
の
復
活
、
な
ど
で
あ
る
。

（
6
）
劉
軍
寧
「
中
国
，
你
需
要
一
場
文
芸
復
興
」〔
中
国
よ
、
お
前
に
は
文
芸
復
興
が
必
要
だ
〕『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
六
年
一
二
月
七
日
、
B
一
五
頁
、
秋

風
「
中
国
需
要
文
芸
復
興
，
還
是
別
的
運
動
？
」〔
中
国
に
必
要
な
の
は
文
芸
復
興
か
、
そ
れ
と
も
他
の
運
動
か
〕『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
六
年
一
二
月

二
一
日
、
B
一
五
頁
、
舒
泰
峰
「
中
国
真
的
需
要
一
場
文
芸
復
興
嗎
？
」〔
中
国
に
は
本
当
に
文
芸
復
興
が
必
要
な
の
か
〕『
瞭
望
東
方
週
刊
』
二
〇
〇
六

年
一
二
月
二
八
日
、
七
四
―
七
六
頁
、
崔
衛
平
「
我
們
的
尊
厳
在
於
擁
有
価
値
理
想
」〔
我
々
の
尊
厳
は
価
値
に
つ
い
て
の
理
想
を
も
つ
こ
と
に
あ
る
〕

『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
七
年
一
月
一
一
日
、
B
一
四
頁
、
秋
風
「
道
徳
重
建
，
社
会
建
設
与
個
体
尊
厳
」〔
道
徳
再
建
・
社
会
建
設
・
個
人
の
尊
厳
〕『
南
方

週
末
』
二
〇
〇
七
年
一
月
一
八
日
、
D
二
九
頁
、「
中
国
需
要
文
芸
復
興
還
是
道
徳
重
建
？
」〔
中
国
に
必
要
な
の
は
文
芸
復
興
か
、
そ
れ
と
も
道
徳
再
建

か
？
〕『
中
国
新
聞
週
刊
』
二
〇
〇
七
年
一
月
二
二
日
、
二
頁
、
李
静
「〝
個
人
〞
的
精
神
成
熟
与
〝
中
国
文
芸
復
興
〞」〔「
個
人
」
の
精
神
的
成
熟
と
「
中

国
の
文
芸
復
興
」〕『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
七
年
一
月
二
五
日
、
B
一
五
頁
、
秋
風
「
中
国
需
要
道
徳
重
建
与
社
会
建
設
運
動
」〔
中
国
に
必
要
な
の
は
道
徳

の
再
建
と
社
会
建
設
の
運
動
だ
〕『
南
方
週
末
』
二
〇
〇
七
年
二
月
八
日
、
B
一
五
頁
。

（
7
）
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
重
要
な
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、D

avid C
am

roux and Jean-Luc D
om

enach (eds.), Im
agining Asia, T

he C
onstruction of 

an Asian Regional Identity, London, Routledge, 1997. 

を
参
照
。

（
8
）Sébastien Billioud, “C

onfucianism
, ‘C

ultural Tradition’ and O
fficial D

iscourses at the Start of the C
entury,” C

hina Perspectives, 2007/3, pp.50-65. 

を
参
照
。

（
9
）Liu D

ong, “T
he W

eberian V
iew

 and C
onfucianism

,” East Asian H
istory, Australian N

ational U
niversity, 25-26 (2003), pp. 191–217.
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化
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
上
の
形
態
の
変
化
は
、
結
果
と
し
て
、
既
存
の
権
威
と
の
潜
在
的
な
対
立

を
生
み
出
す
が
、
既
存
の
権
威
か
ら
は
事
実
上
の
容
認
あ
る
い
は
公
的
な
認
可
が
予
想
さ
れ
る
。
儒
教
に
と
っ
て
、
そ
の
組
織

的
機
構
は
前
世
紀
に
大
々
的
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
こ
の
制
度
的
な
形
態
と
い
う
問
題
は
三
つ
の
領
域
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
程
度

あ
て
は
ま
る
。
政
治
、
宗
教
、
教
育
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
教
育
に
係
わ
る
も
の
な
の
で
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
古
典
的
な
儒

教
制
度
の
運
命
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
よ
う
。

儒
教
の
古
典
的
制
度
の
二
〇
世
紀
に
お
け
る
逆
説
的
な
運
命

　
昨
今
の
伝
統
文
化
へ
の
熱
意
と
い
う
潮
流
や
、
過
去
の
実
践
や
制
度
に
投
影
さ
れ
る
夢
想
は
、
無
か
ら
生
じ
た
わ
け
で
は
な

い
。
事
実
、
民
間
信
仰
（
そ
れ
自
体
が
全
く
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
固
有
の
特
徴
の
た
め
に
二
〇
世
紀
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
反
伝
統
主

義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
で
あ
る
）
に
つ
い
て
と
は
逆
に
、
時
に
は
近
代
化
陣
営
内
に
お
い
て
さ
え
も
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
近
代
的

改
変
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。
昨
今
の
明
ら
か
に
「
伝
統
的
な
」
形
式
の
教
育
の
復
活
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
歴
史
の

新
た
な
遡
及
的
な
検
討
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
に
進
歩
的
な
見
解
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
、
仮
想
的
な

発
展
可
能
性
の
提
示
に
お
い
て
、
よ
り
複
雑
で
豊
か
で
あ
る
。
確
か
に
、
帝
国
の
終
焉
以
来
一
貫
し
て
、
教
育
と
自
己
変
革
に

関
す
る
古
典
的
な
伝
統
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
こ
こ
ろ
み
は
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
こ
ろ
み
は
特
に
、
古
典
的
な
制
度

で
あ
る
「
書
院
」
の
再
開
と
い
う
形
を
取
っ
て
き
た
。
こ
の
制
度
は
、
千
年
以
上
の
間
中
国
の
教
育
に
根
本
的
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
朱
熹
の
よ
う
な
新
儒
家
の
思
想
家
の
影
響
に
よ
っ
て
、
宋
王
朝
以
降
非
常
に
有
力
な
も
の
と
な
っ

た
）
10
（

。
こ
の
種
の
制
度
は
儒
家
の
系
譜
に
お
け
る
指
導
者
た
ち
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
教
育
す
る
た
め
に
、
儒
家
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
明
王
朝
以
降
は
政
府
が
設
立
す
る
場
合
さ
え
あ
っ
た

）
11
（

。
一
六
世
紀
に
は
、
王
陽
明
の
よ
う
な
人
物
の
影

響
の
下
で
、
書
院
は
よ
り
広
範
に
教
育
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
、
書
院
は
、
自
己
陶
冶
と
科
挙
の
準

備
と
い
う
目
的
の
間
、
公
共
圏
に
お
け
る
統
合
と
危
機
の
時
代
に
お
け
る
当
局
に
対
す
る
抵
抗
の
間
の
緊
張
関
係
を
経
て
き
た

）
12
（

。
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清
帝
国
最
末
期
の
改
革
は
、
伝
統
的
な
教
育
機
構
に
終
止
符
を
打
と
う
と
し
た
。
逆
説
的
な
こ
と
だ
が
、
心
の
底
か
ら
儒
家

で
あ
っ
た
学
者
た
ち
が
、
こ
の
解
体
の
実
行
に
責
任
を
負
っ
た

）
13
（

。
頓
挫
し
た
一
八
九
八
年
の
改
革
を
復
活
さ
せ
、
日
本
の
前
例

に
影
響
を
受
け
た
、
一
九
〇
一
年
・
一
九
〇
二
年
・
一
九
〇
四
年
の
上
諭
が
、
教
育
機
関
（
特
に
「
学
堂
」（xuetang

）
の
こ
と
で
あ

る
。「
学
堂
」
は
一
九
一
二
年
に
「
学
校
」（xuexiao

）
と
な
っ
た
）
の
新
し
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
制
定
し
、
一
般
人
民
を
教
育
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
命
じ
た
。
一
九
〇
五
年
に
は
科
挙
が
廃
止
さ
れ

）
14
（

、
教
育
は
次
第
に
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
儒
教

の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
て
き
た

）
15
（

。
陳
平
原
は
、
科
挙
シ
ス
テ
ム
に
終
止
符
を
打
つ
事
に
関
し
て
は
徹
底
し
た
熟
考
が
な
さ
れ
た

（
10
）
書
院
の
歴
史
の
総
合
的
な
概
観
と
し
て
は
、
李
弘
祺
（T

hom
as H

. C
. Lee

）「
書
院

―
伝
統
学
術
的
中
心
」
王
守
常
・
張
文
定
編
『
中
国
文
化
的

伝
承
与
創
新
』
北
京

：

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
五
五
―
三
六
四
頁
、
を
参
照
。
国
家
の
政
策
と
私
人
の
自
発
性
に
つ
い
て
は
、Alexander 

W
oodside, “T

he D
ivorce betw

een the Political C
enter and Educational C

reativity, ”in Elm
an and Alexander W

oodside, Education and Society in Late 
Im

perial C
hina, 1600–1900, U

niversity of C
alifornia Press, 1994, pp. 458–492. 

を
参
照
。
ま
た
、
陳
雯
怡
『
由
官
学
到
書
院

―
従
制
度
与
理
念
的
互

動
看
宋
代
教
育
的
演
変
』〔
官
学
か
ら
書
院
へ

―
制
度
と
理
念
の
相
互
関
係
か
ら
見
る
宋
代
の
教
育
の
変
遷
〕
台
北

：

聯
経
、
二
〇
〇
四
年
、
も
参
照
。

陳
雯
怡
は
特
に
書
院
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
幅
広
い
見
取
り
図
を
提
供
し
て
い
る
。
最
初
の
書
院
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
議
論
と
異
な

る
見
解
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
李
才
棟
『
中
国
書
院
研
究
』
南
昌

：

江
西
高
校
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
一
九
―
三
二
二
頁
。

（
11
）
李
弘
祺
は
、
明
朝
の
下
で
は
書
院
の
六
〇
％
は
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。T

hom
as H

.C
. Lee, “Academ

ies: O
fficial Sponsorship 

and Suppression,” in Frederik P. Brandauer and C
hun-chieh H

uang (ed.), Im
perial Rulership and C

ultural C
hange in Traditional C

hina, Seattle, 
U

niversity of W
ashington Press, 1994, p.126. 

（
12
）T

hom
as H

.C
. Lee, “Academ

ies: O
fficial Sponsorship and Suppression,” op.cit., p. 119. 

こ
の
こ
と
は
特
に
一
七
世
紀
の
東
林
書
院
を
想
起
さ
せ
る
。

Jacques G
ernet, L’intelligence de la C

hine, le social et le m
ental, Paris, N

R
F G

allim
ard, p.112. 

も
参
照
。

（
13
）
特
に
、
張
之
洞
の
こ
と
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
張
之
洞
は
、
既
存
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
的
な
改
革
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国

の
学
問
と
西
洋
の
知
識
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
記
念
す
べ
き
上
奏
を
同
僚
と
と
も
に
行
い
、
一
九
〇
七
年
に
学
務
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。

W
illiam

 Ayers, C
hang C

hih-tung and Educational Reform
 in C

hina, C
am

bridge, H
arvard U

niversity Press, 1971, pp.196-254. 

を
参
照
。

（
14
）
以
下
の
著
作
で
こ
の
過
程
全
体
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
干
春
松
『
制
度
化
儒
家
及
其
解
体
』
北
京

：

中
国
人
民
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
、
二
二
〇
―
二
四
二
頁
。Z

heng Yuan, “T
he Status of C

onfucianism
 in M

odern C
hinese Education, 1901-49,” in G

len Peterson, Ruth 
H

ayhoe and Yonglin Lu (eds.), Education, Culture and Identity in Tw
entieth-C

entury C
hina, H

ong K
ong, H

ong K
ong U

niversity Press, 2001, p.194–202. 

も
参
照
。

（
15
）
こ
の
点
に
お
い
て
、
制
度
と
教
え
る
内
容
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
旦
採
用
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
制
度
は
本
当
に
危
険
な
も
の
に
は
な
ら
な
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
院
を
廃
止
す
る
と
い
う
決
定
は
突
然
な
さ
れ
た
も
の
で
、
い
か
な
る
実
質
的
な
議
論
も
事
前
に
な
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

）
16
（

。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
書
院
の
問
題
が
活
発
な
議
論
を
引
き
起

こ
し
、
当
時
多
く
の
人
び
と
は
そ
の
消
滅
を
残
念
だ
と
考
え
た
。
こ
れ
は
逆
説
的
な
こ
と
に
胡
適
の
よ
う
に
西
洋
化
さ
れ
た
教

授
た
ち
の
言
い
分
だ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
者
だ
っ
た

）
17
（

。

　
と
に
か
く
転
換
は
起
き
、
当
局
は
そ
れ
を
不
可
逆
的
と
考
え
た
た
。
し
か
し
章
太
炎
〔
章
炳
麟
〕
の
よ
う
な
一
部
の
知
識
人
は
、

新
し
い
大
学
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
み
、
彼
ら
の
教
育
の
営
為
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
実
の
制
度
的
枠
組
み
の
外
側
で

そ
れ
ら
に
並
行
し
て
続
け
ら
れ
た

）
18
（

。
そ
の
他
に
書
院
を
再
生
し
よ
う
と
試
み
る
者
も
あ
っ
た
。
馬
一
浮
（
一
八
八
三
―
一
九
六
七
）

の
場
合
は
、
一
九
三
九
年
に
蒋
介
石
か
ら
直
接
財
政
的
援
助
を
受
け
て
四
川
省
の
楽
山
に
復
性
書
院
を
設
立
し
た
。
こ
の
努
力

は
一
九
四
七
年
ま
で
続
い
た
が
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
た
。
特
に
財
政
的
に
独
立
し
つ
つ
書
院
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た

）
19
（

。
ま
た
、
一
九
三
八
年
に
雲
南
省
の
大
理
に
張
君
勱
（
一
八
八
七
―
一
九
六
九
）
と
張
東
蓀
（
一
八
八
六
―
一
九
七
三
）
が
設

立
し
た
民
族
文
化
書
院
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
国
民
党
が
出
資
し
た
た
め
、
こ
の
書
院
は
、「
文
化
復
興
」
に
寄
与
す
る
と
同
時

に
中
国
を
近
代
化
す
る
た
め
、
西
洋
と
中
国
の
知
識
の
結
合
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

）
20
（

。
最
後
に
、
も
う
一
人
の

重
要
な
儒
家
で
あ
る
梁
漱
溟
（
一
八
九
三
―
一
九
八
八
）
に
よ
っ
て
重
慶
に
勉
仁
書
院
が
開
か
れ
た

）
21
（

。
一
九
四
九
年
以
降
、
古
典

に
基
づ
く
自
己
陶
冶
と
い
う
人
文
精
神
は
中
国
の
周
縁
で
存
続
し
た
。
た
と
え
ば
香
港
で
唐
君
毅
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
八
）
と

銭
穆
（
一
八
九
五
―
一
九
九
〇
）
が
設
立
し
た
新
亜
書
院
は
、
長
い
間
、
近
代
に
適
応
し
た
書
院
と
い
う
理
想
を
維
持
す
る
努
力

を
続
け
て
き
た

）
22
（

。
こ
れ
ら
の
思
想
家
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
「
現
代
儒
教
」
と
呼
ば
れ
る
運
動
に
広
く
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
強

調
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
思
い
つ
く
限
り
「
現
代
儒
教
」
に
関
す
る
重
要
な
知
的
生
産
物
は
ほ
と
ん
ど
全
て
そ
う
で
あ
る
。
彼
ら

が
、
こ
の
混
乱
期
に
可
能
で
あ
っ
た
控
え
め
な
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
強
い
現
実
生
活
へ
の
関
与
を
一
貫
し
て
熱
望
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
、
改
革
開
放
に
よ
っ
て
再
度
古
典
的
な
制
度
に
言
及
す
る
余
地
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
根
本
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的
に
新
し
い
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
中
国
文
化
書
院
は
、「
文
化
熱
」
期
に
、
象
徴
的
な
こ
と
に
梁
漱
溟
の
庇
護
の
下
に

設
立
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
公
的
な
制
度
の
周
縁
に
あ
っ
て
、
広
範
な
階
層
（
幹
部
、
技
術
者
、
軍
人
な
ど
）
に
古
典
文
化
と
そ
の
正
典

を
伝
授
す
る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
た

）
23
（

。
そ
れ
以
来
、
よ
り
好
意
的
な
文
脈
で
あ
れ
そ
う
で
な
い
文
脈
で
あ
れ
、
次
第
に
増

い
。
そ
の
一
方
で
、
儒
教
に
関
連
す
る
教
科
内
容
（
読
経
（
古
典
講
読
）
や
修
身
（
自
己
修
養
））
は
、
決
し
て
別
の
時
期
に
大
幅
に
進
展
す
る
。
民
国
期

の
最
初
の
教
育
部
長
と
な
っ
た
蔡
元
培
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
大
幅
な
「
非
儒
教
化
」
に
着
手
し
た
。
し
か
し
後
に
袁
世
凱
と
蒋
介
石
が
そ
れ
ら

を
あ
る
程
度
ま
で
、
新
し
い
意
図
の
下
に
「
再
儒
教
化
」
す
る
の
に
寄
与
し
た
。Ibid., p.202–16. 

干
春
松
『
制
度
化
儒
家
及
其
解
体
』
二
三
六
頁
、
表

五
―
二
。

（
16
）
陳
平
原
『
大
学
何
為
』
北
京
：
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
五
頁
。

（
17
）
陳
平
原
は
こ
の
時
期
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
五
〇
本
程
度
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
上
、
三
頁
。
陳
平
原
は
特
に
胡
適
の
「
書
院

の
廃
止
、
こ
れ
は
我
々
の
国
家
に
と
っ
て
最
も
不
幸
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
」〔
胡
適
「
書
院
制
史
略
」『
東
方
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
三
期
、
一
九
二
四
年

二
月
〕
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
（
六
頁
）。
よ
り
一
般
的
に
見
て
も
、
ス
ザ
ン
ヌ
・
ペ
ッ
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代

に
か
け
て
、
中
国
の
学
校
に
無
思
慮
に
西
洋
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
こ
と
を
、
全
て
の
政
治
的
党
派
が
声
高
に
批
判
し
た
。Suzanne Pepper, Radicalism

 and 
Education in Tw

entieth-C
entury C

hina, C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity Press, 2007, p.90.  

ペ
ッ
パ
ー
は
、
若
い
こ
ろ
の
毛
沢
東
が
一
九
二
〇
年
代
の

最
初
期
に
伝
統
的
な
書
院
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
非
常
に
曖
昧
な
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
あ
る
見
解
を
賞
賛
す
る
一
方
で
他
の
見
解
を
批
判
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。Ibid., p.98.

（
18
）
章
太
炎
は
一
九
三
五
年
と
一
九
三
六
年
に
は
「
国
学
講
習
会
」
に
関
連
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
た
。Ibid., p.13.

（
19
）
劉
夢
渓
「
馬
一
浮
与
復
性
書
院
」
前
掲
王
守
常
・
張
文
定
編
『
中
国
文
化
的
伝
承
与
創
新
』
四
一
八
―
四
三
五
頁
。
こ
の
論
文
は
馬
一
浮
の
膨
大
な
文

章
と
手
紙
を
分
析
し
た
も
の
で
、
こ
の
こ
こ
ろ
み
の
性
質
や
そ
の
困
難
さ
に
つ
い
て
優
れ
た
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
馬
一
浮
と
、
書
院
に
教

え
に
来
て
い
た
熊
十
力
の
関
係
に
つ
い
て
も
洞
察
し
て
い
る
。
書
院
の
組
織
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
胡
昭
曦
『
四
川
書
院
史
』
成

都

：

四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
八
三
―
三
八
六
頁
、
を
参
照
。

（
20
）Roger B. Jeans, Jr, D

em
ocracy and Socialism

 in Republican C
hina, T

he Politics of Zhang Junm
ai, 1906–1941, Boston, Row

m
an &

 Littlefield, 1997, 
pp. 72–94.

（
21
）
前
掲
胡
昭
曦
『
四
川
書
院
史
』
三
八
七
―
三
八
八
頁
。

（
22
）
特
に
、C

heung C
han Fai, “Tang Junyi and the Philosophy of G

eneral Education,” in W
m

. T
heodore de Bary, (ed.), C

onfucian Tradition and G
lobal 

Education, H
ong K

ong, T
he C

hinese U
niversity Press, p.59 sq. 

を
参
照
。
文
章
や
講
演
か
ら
、
銭
穆
が
新
亜
書
院
の
校
長
だ
っ
た
時
期
の
教
育
者
と
し
て

の
活
動
が
分
か
る
。
銭
穆
『
新
亜
遺
鐸
』
北
京

：

三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

（
23
）
特
に
、
劉
孟
学
「
哲
学
、
文
化
、
人
生

―
紀
念
中
国
文
化
書
院
成
立
二
十
周
年
」、
王
超
逸
「
書
院
与
経
世
致
用

―
知
行
合
一
」、「
編
集
後
記
」、

前
掲
王
守
常
・
張
文
定
編
『
中
国
文
化
的
伝
承
与
創
新
』
五
八
七
―
五
九
八
頁
。
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大
し
つ
つ
あ
っ
た
伝
統
教
育
へ
の
熱
意
が
、
豊
富
な
知
的
生
産
物
の
中
に
、
そ
し
て
よ
り
最
近
の
、
書
院
、
私
塾
、
学
堂
を
設

立
し
よ
う
と
い
う
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
現
れ
て
き
た

）
24
（

。
こ
れ
は
全
体
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
古
典
文
献
へ
の
関
心
の

広
範
な
復
活
と
連
携
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
子
供
の
儒
教
古
典
教
育
を
活
発
に
推
進
す
る
運
動
は
重
要
で
あ
っ
た
。

台
湾
に
由
来
し
、
大
陸
で
そ
の
衝
撃
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
運
動
（
児
童
読
経
運
動
）
は
、「
伝
統
復
興
」
の
さ
ま
ざ
ま
な

訴
え
の
中
で
、
お
そ
ら
く
最
も
華
々
し
い
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
台
湾
の
王
財
貴
教
授
と
い
う
人
物
に
特
徴
的
で
あ
る
。
王

財
貴
は
、
牟
宗
三
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
と
自
称
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
は
杜
維
明
の
そ
れ
に
似
て
い
る
が
、
学
術
的
な
世

界
や
制
度
よ
り
も
、「
民
間
社
会
」
に
お
け
る
儒
教
宣
伝
を
目
指
し
続
け
て
い
る
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
世
界
宗
教
議
会
）
。

学
術
的
な
空
間
を
離
れ
る
べ
き
か
そ
こ
に
止
ま
る
べ
き
か
？
　
新
た
な
制
度
化
へ
の
道

　
毛
沢
東
時
代
に
硬
直
的
な
仕
方
で
設
立
さ
れ
た
教
育
制
度
の
下
で
「
儒
家
」
の
遺
産
に
従
っ
て
自
己
と
他
者
を
訓
練
す
る
と

い
う
志
向
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動
は
ど
う
い
っ
た
形
を
取
り
得
る
の
か
？
　
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
状

況
は
複
雑
で
、
そ
こ
で
取
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
戦
略
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。「
儒
教
」
に
基
づ
く
教

育
実
践
は
、
学
校
や
大
学
と
い
っ
た
近
代
的
な
制
度
を
同
盟
者
と
見
な
す
こ
と
も
敵
対
者
と
見
な
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
た

が
っ
て
三
つ
の
タ
イ
プ
の
戦
略
が
見
ら
れ
る
。
現
行
の
制
度
と
取
っ
て
替
わ
ろ
う
と
い
う
も
の
、
対
抗
的
な
制
度
を
慎
重
に
設

立
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
社
会
に
お
け
る
既
存
の
非
学
術
的
な
組
織
（
た
と
え
ば
営
利
企
業
）
に
、
新
し
く
教
育
的
な
使
命
を
付

与
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
方
向
に
向
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
、
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
例
に
も
存
在
す
る
問
題
は
、
結
果
的
に
生

じ
る
公
的
な
制
度
的
秩
序
と
の
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
補
完
的
な
も
の
と
な
る
の
か
、
対
抗
的
な
も
の
と
な
る
の
か
、

代
替
的
な
も
の
と
な
る
の
か
？
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学
術
的
な
制
度
の
中
で
生
じ
る
問
題

　
二
〇
〇
〇
年
代
の
最
初
の
数
年
に
現
れ
た
様
々
な
強
力
な
運
動
は
、
二
〇
世
紀
以
来
の
中
国
の
二
つ
の
主
要
な
大
学
モ
デ
ル

を
両
方
と
も
相
対
化
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
現
れ
て
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
以
後
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

握
っ
た
西
洋
的
な
自
由
主
義
モ
デ
ル
と
、
同
時
代
の
ソ
連
の
影
響
を
受
け
、
中
国
型
社
会
主
義
と
毛
沢
東
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

特
有
の
要
求
に
従
っ
て
再
定
式
化
さ
れ
た
共
産
主
義
モ
デ
ル
で
あ
る
。
今
日
、
学
術
界
に
お
け
る
「
儒
教
復
興
」
の
訴
え
は
、

学
生
集
団
や
知
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
と
し
た
国
際
的
な
制
度
改
革
か
ら
、
大
学
を
基
盤
に
利
用
す
る
も
の
の
広
く
社
会

に
向
け
た
急
進
的
な
活
動
ま
で
、
時
に
は
矛
盾
す
る
方
向
性
を
持
つ
多
様
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
面
に
つ
い
て
説
明
す

る
た
め
、
人
民
大
学
と
北
京
大
学
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
人
民
大
学
で
「
伝
統
文
化
」
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
最
近
の
取
り
組
み
は
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
開
校
以
来

人
民
大
学
が
共
産
党
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
政

府
と
党
に
勤
務
す
る
信
頼
す
べ
き
幹
部
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
訓
練
を
施
す
こ
と
に
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
、
人
民
大
学
は
キ
ャ

ン
パ
ス
に
孔
子
を
記
念
す
る
像
を
建
て
た
中
国
で
最
初
の
大
学
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
豊
富
な
活
動
資
金
を
持
つ
「
孔
子
研

究
院
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
こ
と
は
最
近
の
共
産
党
に
よ
る
、
伝
統
文
化
の
選
択
的
で
批
判
的
な
再
占
有
へ
の
方
針
転
換
の
証

拠
で
あ
る

）
25
（

。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
こ
ろ
み
の
様
々
な
参
加
者
に
よ
る
議
論
は
、
状
況
の
複
雑
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
教
育
さ
れ
た
幹
部
た
ち
か
ら
抵
抗
を
受
け
た
の
に
加
え
、
こ
の
方
針
の
真

実
が
、
異
な
る
目
的
や
、
時
に
は
矛
盾
す
る
解
釈
と
い
う
課
題
を
残
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

（
24
）
一
九
八
〇
年
代
の
最
初
期
か
ら
、
伝
統
的
な
書
院
に
つ
い
て
膨
大
な
数
の
出
版
や
講
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
陳
平
原
『
大
学
何
為
』
三
頁
注
一
。

（
25
）「
公
民
道
徳
建
設
実
施
綱
要
」（
二
〇
〇
一
年
）
と
、
特
に
「
国
家
﹁
十
一
五
﹂
時
期
文
化
発
展
規
画
綱
要
」（
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
、
こ
の
点
に
関

す
る
二
つ
の
重
要
な
文
書
に
つ
い
て
は
、Sébastien Billioud, “C

onfucianism
, ‘cultural tradition’ and official discourses in the 2000s,” op.cit. 

を
参
照
。
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孔
子
研
究
院
の
責
任
者
の
一
人
に
よ
れ
ば
、
大
学
は
自
ら
が
、
二
つ
の
異
な
っ
た
運
動
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
国
家
的
状
況
の

中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。「
ま
ず
学
者
だ
け
に
影
響
を
及
ぼ
す
﹁
学
術
運
動
﹂
が
あ
る
。
そ
の
目
的
は
従
来
の
哲
学
と
し

て
の
学
問
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
従
来
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
第
二
の
運
動
は
﹁
社
会
運
動
﹂
で
あ
る
。
そ

れ
は
自
ら
の
文
化
に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
物
質
的
発
展
と
関
連
す
る
﹁
精
神
生
活
﹂

上
の
問
題
に
も
係
わ
る
。
子
供
に
古
典
を
学
ば
せ
る
運
動
も
一
つ
の
兆
候
で
あ
る
。

―
教
育
シ
ス
テ
ム
が
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
は
、﹁
民
間
﹂
の
領
域
に
管
轄
さ
せ
る
の
で
あ
る
。」

　
人
民
大
学
が
創
設
し
た
二
つ
の
機
関
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
階
層
的
な
性
格
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
学
院
は

依
然
論
争
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
優
先
の
知
的
な
目
的
は
、
中
国
の
伝
統
文
化
の
研
究
に
西
洋
の
学
問
の
論
理
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
断
片
化
を
補
う
こ
と
、
そ
し
て
学
生
の
「
文
学
」
あ
る
い
は
「
哲
学
」
の
研
究
を
、

文
献
学
や
歴
史
学
的
な
研
究
方
法
を
導
入
す
る
方
向
に
も
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
、
古
典
的
な
知
識
へ
の
よ
り
包
括

的
な
ア
ク
セ
ス
を
目
指
す
合
理
的
な
志
向
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
の
危
険
性

）
26
（

に
対
す
る
懸
念
よ
り
も
、
公
的

な
認
可
の
問
題
か
ら
頓
挫
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
現
在
、
修
士
学
位
の
授
与
の
認
可
は
依
然
と
し
て
下
り
て
い
な
い
（
博
士
に

つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
）
。
第
二
の
機
関
は
孔
子
研
究
院
で
、
院
長
は
哲
学
史
家
の
張
立
文
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
儒
教
文
化
に

関
す
る
研
究
を
組
織
し
管
理
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
専
門
家
で
な
い
学
生
へ
の
伝
統
文
化
教
育
の
推
進
も
そ
の
目
的
で
あ
っ
た

）
27
（

。

　
儒
教
に
対
す
る
公
式
見
解
は
や
や
曖
昧
な
も
の
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
民
大
学
自
体
の
内
部
に
存
在
す
る
分
裂
を
反
映

し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、「
公
式
の
方
針
は
、
張
岱
年
が
以
前
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
で

も
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
く
、
学
ば
れ
る
べ
き
だ
。
し
か
し
若
い
専
門
家
の
中
に
は
さ
ら
に
先
を
目
指
し
た
い
と
い
う
者

も
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
孔
子
は
常
人
で
は
な
く
、
聖
人
で
あ
る
。
彼
の
教
え
は
学
術
的
研
究
だ
け
で
な
く
、
人
道
的
研
究

の
対
象
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
反
対
も
あ
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た

）
28
（

。

　
学
生
集
団
を
越
え
て
社
会
の
様
々
な
分
野
に
広
が
る
儒
教
復
興
に
、
大
学
は
も
う
一
つ
寄
与
し
て
い
る
。
知
的
な
行
動
主
義
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が
最
も
目
立
っ
て
表
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
の
各
大
学
（
首
都
に
お
い
て
は
、
教
授
陣
の
質
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
北
京
大
学
と
清
華
大
学

が
開
拓
者
の
役
割
を
演
じ
た
）
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
対
象
と
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
隆
盛
で
あ
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
三

年
以
来
、
北
京
大
学
の
異
な
る
学
部
が
協
力
し
て
幹
部
や
会
社
経
営
者
の
た
め
の
「
国
学
班
」
（
国
学
ク
ラ
ス
）
を
組
織
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
し
か
る
べ
く
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
、
う
ま
く
組
織
さ
れ
た
集
中
的
な
訓
練
課
程
の
形
を
取
っ
て
い
る

）
29
（

。
こ
れ
ら

の
「
企
業
家
」
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
）
の
大
部
分
は
他
の
省
か
ら
来
た
者
で
、
首
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
の
場
合
も
あ
る
。
授
業

は
講
義
で
は
な
く
む
し
ろ
古
典
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
付
き
の
講
読
で
、
儒
家
の
古
典
だ
け
で
な
く
、『
易
経
』
や
『
孫
子
』、
道
家

や
仏
教
の
テ
キ
ス
ト
も
含
む
。
二
〇
〇
六
年
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
か
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
も
含
ま
な
い
も
の
で
、
参
加
者
に
古
典
的
な
言
語
と
文
化
に
精
通
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ
て
、
過
度
に
単
純
化
さ
れ
た
評
価
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
起
業

家
た
ち
は
彼
ら
自
身
の
専
門
的
な
目
的
を
満
足
さ
せ
る
か
も
知
れ
ず
、
講
師
は
学
問
の
世
界
で
は
容
易
に
は
得
ら
れ
な
い
報
酬

と
注
目
を
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
大
部
分
は
「
中
国
式
経
営
」
（
一
九
八
〇
年
代
に
東
南
ア
ジ

ア
の
「
四
小
龍
」
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
例
示
さ
れ
た
よ
う
な
）
と
い
う
効
能
に
は
相
対
的
に
関
心
が
低
い
。
教
育
を
受
け
ず
に
勤
勉
に

よ
っ
て
成
功
し
た
起
業
家
も
、
奇
抜
な
学
位
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
起
業
家
も
、
こ
の
訓
練
に
共

（
26
）
こ
の
危
険
性
は
当
然
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
古
典
的
な
知
識
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

前
世
紀
の
初
め
、
西
洋
的
な
知
識
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
中
国
の
「
国
学
」（guoxue

）
が
勃
興
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
国
学

（kokugaku

）
の
創
造
に
影
響
を
受
け
た
（
反
発
と
し
て
）
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
る
部
分
で
は
そ
れ
〔
日
本
の
国
学
〕
は
〔
日
本
が
〕
儒
教
的
な
伝

統
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
学
問
的
に
誠
実
で
は
な
か
っ
た
。

（
27
）
こ
の
伝
統
文
化
へ
の
関
心
は
大
学
で
目
立
つ
も
の
で
、
あ
る
部
分
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
権
威
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
発
展
は
他

の
高
等
教
育
機
関
で
は
さ
ら
に
強
力
で
さ
え
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
広
州
の
中
山
大
学
で
、
国
学
に
関
す
る
通
常
の
講
義
に
数
百
人
の
学

生
が
集
ま
っ
た
。
済
南
の
山
東
師
範
大
学
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
中
国
の
大
学
で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
追
加
課
程
が
次
第
に
標
準
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
28
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
北
京
、
二
〇
〇
七
年
五
月
。

（
29
）
二
〇
〇
六
年
の
北
京
大
学
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
毎
月
三
―
四
日
の
一
年
間
の
コ
ー
ス
に
二
六
〇
〇
〇
元
で
登
録
し
て
い
た
。
二
年
間
の
コ
ー
ス
も

提
供
さ
れ
て
い
る
。
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通
の
願
望
を
抱
い
て
い
る
。
た
と
え
彼
ら
が
既
に
0

0

「
成
功
」
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
費
用
は
非
常
に
高
価
で
あ
る
。
か
れ

ら
の
動
機
は
本
来
的
に
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
前
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
文
化
や
、
実
存
的
あ

る
い
は
精
神
的
な
充
足
（「
安
身
立
命
」）
の
源
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
交
換
を
支
配
す
る
誠
意
と
喜
び
が
、
純
粋
に
実
用

的
な
功
利
主
義
を
は
る
か
に
超
越
す
る
精
神
状
態
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る

）
30
（

。

　
し
た
が
っ
て
、
儒
教
的
な
価
値
の
布
教
に
係
わ
っ
て
き
た
少
数
派
の
活
動
家
や
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
今
日
の
大
学
は
、
学

生
集
団
に
対
す
る
訓
練
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
教
育
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
も
充
分
に
機
能
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近

代
的
な
制
度
は
現
実
に
は
こ
れ
ら
の
新
し
い
目
的
に
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
度
は
大
学
制
度
に

啓
発
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
拠
点
を
設
立
す
る
た
め
に
、
大
学
の
環
境
を
離
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
？
　
実
際
、
伝
統
的
な
知
識
を
施
す
た
め
に
新
し
い
形
で
再
生
さ
れ
た
古
い
学
堂
や
書
院
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
る

）
31
（

。

　
広
州
の
中
山
大
学
の
状
況
は
、
こ
の
古
い
理
想
へ
の
関
心
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
践
に
移
す
こ
と
の
困
難
を
も
示
し
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
半
ば
、
中
国
文
化
を
専
門
と
す
る
も
の
の
、
儒
教
復
興
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
の
中
に
い
か
な
る
実
績

も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
若
干
の
教
師
た
ち
が
、
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
た
大
学
外
の
古
い
聖
域
に
「
書
院
」
を
設
立
す
る
計
画

を
立
て
た
。
彼
ら
は
こ
の
「
嶺
南
文
化
書
院
」
を
使
っ
て
学
生
に
補
習
授
業
を
行
い
、
一
般
民
衆
を
啓
発
す
る
計
画
を
立
て
た
。

こ
の
計
画
は
当
局
か
ら
公
式
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
は
い
た
も
の
の
、
財
政
的
裏
づ
け
を
欠
い
た
た
め
失
敗
に
終
わ
っ
た

）
32
（

。

　
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
無
計
画
な
経
済
的
リ
ソ
ー
ス
（
と
い
う
両
極
端
）
の
間
に
は
、
補
完
的
な
あ
る
い
は
代
替
的
な
制
度

が
実
現
し
得
る
か
否
か
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
が
明
ら
か
に
存
在
す
る
。
現
実
に
は
、
こ
の
種
の
試
み
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、

厳
密
に
は
学
術
的
あ
る
い
は
知
的
な
も
の
で
は
な
い
リ
ソ
ー
ス
の
側
の
決
定
や
行
動
に
よ
る
よ
う
だ
。

自
立
化
へ
向
か
っ
て
？
　
補
完
物
と
代
替
物
の
間
で

　
目
下
、
最
も
独
創
的
な
取
り
組
み
は
大
学
制
度
の
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
常
に
、
特
定
の
場
所
に
特
有
の
様
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式
に
よ
っ
て
、
当
局
と
の
特
別
な
関
係
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
当
局
の
影
響
下
で
行
わ
れ
る
取
り
組
み
、
当
局

と
協
力
し
て
行
わ
れ
る
取
り
組
み
、
そ
し
て
可
能
な
限
り
自
立
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
試
み
の
間
の
、
連
続
的
な
様
相
に
つ
い
て

見
る
こ
と
と
す
る
。

　
東
莞
市
の
区
幹
部
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
珠
江
デ
ル
タ
に
設
立
さ
れ
た
小
さ
な
私
塾
の
状
況
か
ら
、
個
人
的
な
取
り
組
み
が

地
方
レ
ベ
ル
で
果
た
し
得
る
役
割
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
台
湾
の
哲
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
王
財
貴
の
考
え
は
、
文
化
事
業

の
責
任
者
の
あ
る
女
性
に
、
幼
い
子
供
た
ち
の
教
育
に
関
す
る
文
字
通
り
の
「
学
問
的
啓
示
」
を
与
え
た
。
彼
女
は
工
業
都
市

で
伝
統
文
化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。「
こ
こ
は
本
当
の
文
化
砂
漠
で
す
。」
北
方
か
ら
来
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

女
性
は
言
う
。「
汚
染
は
大
気
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統
文
化
の
普
及
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
私
た
ち
の
推
奨
す
る
古
典

の
講
読
は
、
商
業
目
的
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
は
個
人
的
な
取
り
組
み
に
基
づ
く

べ
き
で
す
。」

　
明
代
の
将
軍
袁
崇
煥
の
功
徳
を
記
念
す
る
公
園
の
あ
る
区
画
で
、
三
歳
か
ら
四
歳
の
子
供
を
対
象
と
し
た
二
つ
の
教
室
が
開

か
れ
て
い
る
。
毎
日
三
コ
マ
が
「
古
典
講
読
」
（
言
い
換
え
れ
ば
朗
読
と
暗
記
）
に
あ
て
ら
れ
、
二
コ
マ
が
基
礎
的
な
知
識
と
礼
儀

作
法
（
教
師
に
対
し
て
敬
意
を
示
す
ち
ょ
っ
と
し
た
儀
式
な
ど
）
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
「
民
間
」
の
も
の
と
さ
れ
た
が
、

地
方
幹
部
が
関
与
し
て
い
る
た
め
当
局
は
こ
の
「
課
外
興
趣
班
」
（
課
外
興
味
ク
ラ
ス
）
と
名
付
け
ら
れ
た
教
育
に
寛
容
で
あ
り
、

彼
ら
は
無
料
で
教
室
を
提
供
し
さ
え
し
て
い
る

）
33
（

。

（
30
）
こ
れ
ら
の
大
学
の
教
授
た
ち
は
現
在
で
は
中
央
政
府
の
幹
部
た
ち
に
も
古
典
的
な
思
考
や
文
化
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
る
。

（
31
）
な
お
、「
書
院
」
と
い
う
観
念
は
ふ
つ
う
の
学
術
的
環
境
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
北
京

大
学
に
設
立
さ
れ
た
中
国
文
化
書
院
は
、
生
き
た
共
同
体
と
い
う
よ
り
も
先
祖
伝
来
の
制
度
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
香
港
の
新
亜
書
院
は
、
そ
の

権
威
あ
る
創
設
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
ア
ン
グ
ロ
＝
ア
メ
リ
カ
・
モ
デ
ル
の
大
学
機
能
の
下
に
い
く
つ
か
あ
る
「
カ
レ
ッ
ジ
」
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
。

（
32
）
嶺
南
文
化
書
院
の
「
名
誉
院
長
」
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
広
州
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。

（
33
）
こ
の
文
化
公
園
の
存
在
に
よ
っ
て
、こ
の
小
さ
な
学
校
を
「
大
同
国
学
〔
幼
児
〕
園
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
書
院
を
意
味
す
る
「
院
」（yuan

）
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こ
れ
ら
の
小
さ
な
、
地
方
で
設
立
さ
れ
た
学
校
は
、
そ
れ
自
体
は
控
え
目
な
目
的
を
も
っ
た
も
の
だ
が
、
学
堂
や
よ
り
野
心

的
な
書
院
の
復
活
の
名
の
下
に
、
青
年
や
大
人
向
け
に
構
想
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
上
で
有
名
に
な
っ
た
、

北
京
大
学
の
卒
業
生
逢
飛
に
よ
っ
て
二
〇
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
一
耽
学
堂
の
場
合
は
、
地
方
的
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
的
な

野
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
組
織
は
、
戦
略
的
観
点
か
ら
北
京
大
学
の
隣
に
、
た
だ
し
実
際
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
置
か
れ
た
。
こ
の
組
織
は
明
ら

か
に
、
古
典
文
化
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
共
同
体
と
儀
式
の
経
験
の
復
活
の
た
め
の
機
関
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
の
漸
進

的
な
再
構
築
の
た
め
の
こ
こ
ろ
み
と
考
え
ら
れ
る
。
熱
意
あ
る
後
進
を
惹
き
付
け
て
き
た
こ
の
逢
飛
と
い
う
人
物
は
、
東
北
の

裕
福
と
は
言
え
な
い
労
働
者
家
庭
の
出
身
で
あ
る
。
彼
の
伝
統
中
国
思
想
と
の
出
会
い
は
、
彼
が
北
京
大
学
で
西
洋
哲
学
を
学

び
始
め
た
後
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い

）
34
（

。
彼
は
現
在
数
省
で
、
い
つ
か
学
校
と
書
院
の
組
織
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め

の
支
持
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
率
い
て
い
る
。
一
耽
学
堂
の
最
近
の
活
動
は
、
学
校

や
、
企
業
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
授
業
や
講
義
を
推
進
す
る
と
い
う
、
よ
り
限
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
活
動
家

の
中
核
を
作
り
出
す
た
め
の
共
通
の
活
動
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
、
儀
式
を
含
む
集
会
、
学
習
旅
行
な
ど
）
も
あ
る
。

　
こ
の
組
織
は
二
重
の
性
格
を
持
つ

）
35
（

。
そ
れ
は
著
名
な
知
識
人
た
ち
の
支
持
や
、
当
て
に
は
な
ら
な
い
が
合
法
的
な
公
式
の
地

位
か
ら
恩
恵
を
得
て
は
い
る
も
の
の

）
36
（

、
そ
れ
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
共
産
主
義
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
近
代
的

な
大
学
の
最
も
重
要
な
精
神
と
対
立
す
る
指
向
性
を
持
つ
。
彼
ら
が
傾
倒
す
る
「
民
族
的
復
興
」
は
、
西
洋
の
知
識
や
学
問
の

あ
る
基
本
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
性
格
を
疑
問
視
す
る
よ
う
な
「
文
化
的
復
興
」
を
必
要
と
す
る
。

　
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
学
校
や
現
在
の
教
育
モ
デ
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
末
期
に
遡
る
都
市
化
の
動
き

と
専
門
家
の
協
会
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
知
識
と
技
術
の
伝
達
を
基
礎
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
教

育
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
知
的
生
産
物
」
の
迅
速
で
工
業
化
さ
れ
た
製
造
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が
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精
神
生
活
と
関
連
を
持
た
な
い
道
具
的
理
性
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の
結
果
は

知
識
の
巨
大
な
カ
ー
ニ
バ
ル
で
あ
っ
て
、
知
恵
の
伝
達
で
は
あ
り
ま
せ
ん

）
37
（

。

　
こ
の
「
知
識
」
と
対
立
す
る
あ
る
種
の
「
知
恵
」
に
対
す
る
欲
求
は
「
儒
教
復
興
」
運
動
の
多
く
に
共
通
す
る
要
素
で
あ
り
、

そ
れ
が
中
国
の
教
育
体
制
の
革
新
を
惹
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
体
制
の
惰
性
や
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
大
勢
順
応
的
な
傾

向
が
西
洋
モ
デ
ル
に
付
随
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
再
生
の
こ
こ
ろ
み
の
出
発
点
と
な
る
の
は
「
民
間
」
で
あ
る
。
逢
飛

の
言
葉
に
は
そ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
。

私
が
考
え
る
限
り
で
は
、
中
国
文
化
の
精
神
を
広
め
る
シ
ス
テ
ム
は
、
師
弟
関
係
や
、
伝
達
の
形
態
と
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
父
が
子
に
教
え
る
よ
う
な
や
り
方
で
す
。
そ
れ
は
書
院
や
学
堂
に
よ
っ
て
、
社
会
の
中
で
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
欧
米
を
モ
デ
ル
と
し
た
近
代
的
な
大
学
や
教
育
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
す
。

今
日
の
中
国
に
お
け
る
教
育
も
同
様
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
中

国
文
化
の
精
髄
は
市
民
社
会
と
大
衆
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
方
法
と
地
方
的
な
状
況
を
出
発
点
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
新
し
い
地
平
に
向
か
い
、
知
恵
の
理
想
を
永
遠
の
も
の
と
す
る
た
め
に
我
々
の
根
源

と
公
園
を
意
味
す
る
「
園
」（yuan

）
は
同
音
で
あ
る
）。
宿
舎
に
も
伝
統
文
化
や
「
作
人
」（zuoren

、
道
徳
教
育
）
に
関
心
の
あ
る
家
族
か
ら
二
〇
人
の

子
供
が
送
ら
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、
彼
ら
は
月
六
〇
〇
元
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
幼
い
子
供
た
ち
が
学
ぶ
最
初
の
「
古
典
」
は
、
清
朝
が
学

生
の
義
務
を
定
め
た
文
章
で
あ
る
『
弟
子
規
』
で
あ
る
。
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
三
人
の
講
師
が
指
導
を
行
う
。

（
34
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
北
京
、
二
〇
〇
六
年
六
月
。

（
35
）
中
国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
の
「
二
重
的
な
」
性
質
に
つ
い
て
は
、X

. L. D
ing, “Institutional Am

phibiousness and the Transition from
 

C
om

m
unism

: T
he C

ase of C
hina,” British Journal of Political Sciences, vol. 23, n°3, 1994, pp. 293–318. 

を
参
照
。

（
36
）
行
政
的
に
は
、
一
耽
学
堂
は
「
中
国
国
際
科
学
与
和
平
促
進
会
」
と
呼
ば
れ
る
工
作
組
に
責
任
を
持
ち
、
そ
の
か
わ
り
に
民
衆
部
に
登
記
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）『
一
耽
学
堂
通
訊
』
第
五
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
一
頁
。
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へ
と
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
今
日
の
中
国
で
最
も
重
要
な
問
題
で
す
。
そ
の
よ
う
な
基
盤
に
基
づ
く
こ
と

で
、
文
化
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
民
族
復
興
が
実
現
す
る
で
し
ょ
う

）
38
（

。

　
そ
の
教
育
理
念
か
ら
、
一
耽
学
堂
の
「
民
衆
」
観
と
同
時
に
、
そ
の
大
学
制
度
と
の
関
係
の
両
義
的
な
性
格
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
耽
学
堂
は
、
そ
の
長
期
的
な
理
想
に
よ
っ
て
、
大
学
を
支
配
す
る
あ
る
タ
イ
プ
の
合
理
性
か
ら
区
別
さ
れ
る
も
の

の
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
ら
が
そ
の
正
当
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
学
術
共
同
体
と
の
恒
久
的
な
交
流
に
依
拠
し
続
け
て
い
る
。

広
州
で
一
耽
学
堂
が
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
る
授
業
は
、
中
山
大
学
の
非
主
流
派
に
も
見
ら
れ
る
。
宣
伝
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
ま
た
、
小
学
校
教
師
か
ら
大
学
の
哲
学
部
の
教
授
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
権
威
を
持
つ
教
育
者
た
ち
を
一
つ
に

す
る
。
し
か
し
、
一
耽
学
堂
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
計
画
は
、
常
に
全
員
一
致
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
時
に
は
解
釈
上
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

）
39
（

。

　
自
立
化
へ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、「
儒
教
復
興
」
の
信
者
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
構
が
、
ま
さ
に
そ
れ
自
体
の
地
方

的
性
格
だ
け
で
な
く
、
共
同
体
生
活
の
恒
久
的
な
諸
要
素
ま
で
も
獲
得
す
る
際
に
な
さ
れ
る
。「
平
和
書
院
」
を
自
称
す
る
広

東
の
あ
る
機
関
の
場
合
で
あ
る
。
成
功
し
た
商
業
語
学
学
校
の
校
長
を
勤
め
る
あ
る
科
学
者
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
に
珠
海

に
創
設
さ
れ
た
こ
の
機
関
は
、
巨
大
な
近
代
的
な
敷
地
に
二
つ
の
広
大
な
建
物
を
所
有
し
て
い
る
。
創
設
者
は
、
ア
メ
リ
カ
で

学
び
、
あ
る
時
期
バ
ハ
ー
イ
ー
教
を
信
仰
し
た
後
、「
儒
教
」
に
回
帰
し
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
成
功
し
た
広
東
人

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
と
の
事
業
と
提
携
の
精
神
を
、
学
問
的
裏
づ
け
を
欠
く
非
現
実
的
な
概
念
と
結
合
さ
せ
る
。
彼
は
、
儒
教

の
教
育
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
・
政
治
的
な
側
面
へ
向
か
う
む
し
ろ
茫
漠
と
し
た
道
に
も
服
し
て
い
る
。
彼
に
は
学

術
的
な
経
歴
は
な
い
が
、
そ
の
「
文
化
的
保
守
主
義
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
教
授
た
ち
と
仲
が
よ
い
。
例
え
ば
、「
政
治
的
儒

教
」
の
主
な
理
論
家
で
あ
る
蔣
慶
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
書
院
の
建
物
の
一
方
は
学
習
や
会
議
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、

時
に
は
簡
単
な
儀
式
が
伴
う
場
合
も
あ
る
。
も
う
一
方
は
寄
宿
生
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
滞
在
の
期
間
は
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そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
書
院
は
常
勤
・
非
常
勤
の
若
干
の
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
。
彼
ら
の
背
景
は
各
々
全
く
異
な
る
が
、

儒
教
教
育
を
広
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
熱
意
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
の
儀
式
（
誕
生
、
結
婚
な
ど
）
の
組
織
を
任
さ
れ
て

い
る
前
校
長
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
「
倫
理
」
の
理
論
を
宣
伝
す
る
責
任
を
負
う
経
営
の
専
門
家
、
英
語
が
専
門
な

の
だ
が
「
漢
族
式
の
衣
服
」
に
つ
い
て
も
宣
伝
す
る
教
師
、
書
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
進
み
つ

つ
あ
る
「
儒
教
復
興
」
の
支
持
者
た
ち
の
連
携
に
注
目
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
で
あ
る
。
平
和
書
院
は
、

寄
付
と
指
導
者
た
ち
の
資
産
を
資
金
と
し
て
い
る
の
で
、「
私
立
」
の
機
関
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
地
方
政
府
の

一
部
門
に
登
録
さ
れ
た
「
伝
統
文
化
研
究
会
」
の
公
式
な
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

）
40
（

。

　
理
想
主
義
的
な
行
動
主
義
が
経
済
的
現
実
主
義
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
書
院
は
儒
教
に
由
来
す
る
教
育
の
取
り
組
み
の
第
三

の
ベ
ク
ト
ル
を
作
り
出
し
て
い
る
。「
公
司
」
（
会
社
）
で
あ
る
。
時
に
は
そ
れ
ら
は
商
業
的
な
考
慮
や
社
会
的
な
戦
略
を
動
機

と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
自
分
の
経
済
的
企
業
に
教
育
的
・
文
化
的
な
使
命
を
付
与
す
る

と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て
個
人
的
に
取
り
組
む
場
合
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
も
、
こ
の
状
況
は
重
大
な
合
法
性
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
、
社
会
的
、
文
化
的
、
そ
し

て
宗
教
的
な
次
元
さ
え
も
包
括
す
る
よ
う
な
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
活
動
を
行
う
私
的
な
機
関
を
設
立
す
る
場
合
、
公
式
の

合
法
的
な
地
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
38
）『
一
耽
学
堂
通
訊
』
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
一
頁
。

（
39
）
逢
飛
は
、
そ
の
他
人
に
影
響
を
与
え
組
織
す
る
能
力
を
も
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
家
や
、
学
生
、
労
働
者
と
い
っ
た
、
全
く
異
な
る
人
び
と
を
一

つ
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
州
に
作
り
上
げ
て
き
た
。
そ
の
た
め
あ
る
哲
学
の
教
授
は
、
逢
飛
が
主
張
す
る
自
己
陶
冶
や
道
徳
再
建
と
、
逢
飛
が
愛
着

を
も
ち
続
け
て
い
る
科
学
的
・
民
主
的
な
諸
価
値
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）。
こ
の
現
象
は
一
耽
学
堂
の
活

動
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
再
発
見
で
き
る
。
こ
の
組
織
化
に
従
事
す
る
人
び
と
は
、
社
会
的
・
政
治
的
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
決

し
て
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
耽
学
堂
の
運
営
は
そ
の
よ
う
な
全
員
一
致
を
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
具
体
的
な
行
動
と
自
己
陶
冶
に
重
点
を
置
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
40
）
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。
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王
財
貴
の
学
問
手
法
へ
の
改
宗
者
で
あ
る
、「
児
童
経
典
誦
読
工
程
」
〔
児
童
古
典
朗
読
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕
用
の
Ａ
Ｖ
機
材
の
流
通

を
専
門
と
す
る
中
国
の
あ
る
企
業
の
社
長
が
、
彼
の
企
業
は
一
義
的
に
は
商
業
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
強

調
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
私
た
ち
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
モ
デ
ル
が
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
の
で
す
が
、
公
的
に
は
私
た
ち
は

﹁
公
司
﹂
と
し
て
し
か
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

）
41
（

」。
こ
の
会
社
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
興
味
を
持
っ
た
小
さ
な
学

校
を
援
助
し
、
古
典
講
読
大
会
（『
論
語
』
読
書
会
）
を
組
織
し
、
そ
の
目
的
を
公
的
に
認
知
さ
せ
よ
う
と
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
国
家
規
模
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
こ
こ
ろ
み
は
そ
の
推
進
す
る
教
育
的
・
道
徳
的
規
律
を
自
身
に
適
用
す

る
と
い
う
実
践
の
点
で
、
新
し
い
学
堂
や
書
院
と
共
通
す
る
。
二
〇
人
前
後
の
社
員
は
仕
事
の
前
に
古
典
を
朗
読
し
、
毎
週
一

回
開
か
れ
る
討
論
会
に
参
加
す
る
。

　
こ
の
司
法
上
の
事
情
に
は
、
経
済
的
な
領
域
に
お
け
る
姿
勢
の
変
化
が
常
に
付
け
加
わ
る
。
そ
こ
で
は
「
儒
商
」
と
い
う
伝

統
的
な
モ
デ
ル
が
予
期
せ
ぬ
近
代
的
な
展
開
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
的
な
観
念
は
、
明
代
に
お
け
る
儒
学
者
を
め
ぐ
る
環

境
と
商
人
と
の
緊
密
な
関
係
の
進
展
を
言
い
表
し
た
も
の
だ
が

）
42
（

、
今
日
の
中
国
で
は
一
種
の
「
浮
遊
す
る
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
」
で
、

冗
談
の
ネ
タ
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
社
会
的
承
認
の
た
め
の
戦
略
で
も
あ
る

）
43
（

。
し
か
し
「
儒
商
」
の
資
格
を
得
る
（
あ
る
い

は
多
く
の
場
合
、
こ
の
言
葉
は
お
世
辞
に
も
な
る
た
め
、
そ
う
言
わ
れ
て
拒
否
し
な
い
）
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
名
声
と
い
う
象
徴
的
な
資
本

で
そ
の
経
済
的
成
功
を
増
大
さ
せ
る
た
め
だ
け
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
彼
ら
の
会
社
の

日
々
の
生
活
の
一
部
で
あ
る
責
任
や
責
務
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
広
州
で
は
、
好
調
な
「
教
育
集
団
」（
教
育
会

社
）
の
社
長
は
、
現
在
の
知
的
な
問
題
に
通
じ
た
現
実
主
義
的
な
人
間
で
あ
る
。
彼
は
儒
教
の
宗
教
的
・
政
治
的
な
面
に
つ
い

て
は
拒
絶
す
る
も
の
の
、「
人
格
的
独
立
」
や
「
生
命
的
教
育
」
を
推
進
す
る
道
徳
教
育
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
支
持
し
て

い
る
。
彼
は
リ
ベ
ラ
ル
な
姿
勢
を
も
つ
が
、
進
ん
で
数
千
人
の
社
員
を
国
学
コ
ー
ス
に
入
れ
、
優
れ
た
学
生
た
ち
に
奨
励
の
た

め
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
し
て
い
る

）
44
（

。

　
大
志
が
個
人
的
な
責
務
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
か
決
め
る
の
は
常
に
難
し
い
の
だ
が
、
会
社
内
で
真
に
伝
道
的
な
使
命
感
が
生
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じ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
す
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
北
出
身
の
あ
る
若
い
女
性
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
彼
女
は
実
存
的
な

危
機
か
ら
仏
教
に
向
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
深
圳
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支
配
人
で
あ
る
彼
女
は
、
儒
教
へ
の
傾
倒
を
深
め
、
彼
女

の
顧
客
や
家
族
、
そ
し
て
社
員
た
ち
ま
で
体
系
的
に
改
宗
さ
せ
た
。
彼
女
の
独
習
者
と
し
て
の
情
熱
（
彼
女
の
蔵
書
に
は
牟
宗
三

の
よ
う
な
哲
学
的
な
著
作
も
含
ま
れ
て
い
た
）
は
、
古
典
を
朗
読
す
る
子
供
の
授
業
を
組
織
す
る
レ
ベ
ル
を
越
え
て
い
た
。
彼
女
は

社
員
の
訓
練
と
個
人
的
安
寧
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
が
、
中
に
は
東
莞
地
方
の
工
場
で
労
働
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
者
も

あ
っ
た
。
少
し
後
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
学
問
的
概
念
を
は
る
か
に
越
え
て
、
ほ
と
ん
ど
メ
シ
ア
的
な
度
合
い
に
ま
で

「
儒
教
復
興
」
の
理
想
に
捧
げ
ら
れ
た
、
共
同
体
主
義
的
な
使
命
を
帯
び
た
小
さ
な
企
業
に
お
け
る
、
典
型
的
で
な
い
ケ
ー
ス

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
例
は
重
要
で
あ
る

）
45
（

。

　
時
に
思
い
も
か
け
な
い
形
を
取
っ
て
現
れ
る
、
教
育
機
関
を
通
じ
た
儒
教
教
育
の
復
活
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
教
育
的
使
命
を
再
考
し
拡
大
す
る
大
学
の
場
合
も
、
古
典
的
な
モ
デ
ル
に
影
響
を
受
け
た
新

し
い
制
度
の
場
合
も
、
教
育
と
い
う
役
目
に
責
任
を
負
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
合
も
、
こ
れ
ら
の
急
進
的
な
運
動
は
、
そ
れ
な
し
に

は
彼
ら
の
傾
倒
の
速
度
と
規
模
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
よ
う
な
、
新
し
い
文
脈
の
中
で
存
在
し
て
い
る
。
つ

（
41
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
北
京
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
儒
教
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
外
国
の
研
究
者
に
向
け
た
見
解
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
会
社
は
他
の
ソ
ー
ス
に
よ
れ
ば
第
一
義
的
に
は
商
業
的
な
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
様
々
な
理
由
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
初
は
明
ら
か
に
商
業
的
企
業
だ
っ
た
が
、
古
典
を
宣
伝
す
る
真
摯
な
使
命
感
も
持
つ
人
び
と
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

（
42
）
こ
の
新
し
い
「
商
人
精
神
」
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
余
英
時
『
中
国
近
世
宗
教
倫
理
与
商
人
精
神
』
台
北

：

一
九
八
七
年
、
九
九
―
一
六
六
頁
、
を
参

照
。

（
43
）
浙
江
大
学
の
「
儒
商
」
と
呼
ば
れ
る
教
育
機
関
は
、
経
営
学
の
学
生
に
商
業
倫
理
に
関
す
る
必
修
の
補
習
課
程
を
課
そ
う
と
し
て
い
る
。
責
任
者
に
よ

れ
ば
、「
こ
れ
ら
の
若
い
Ｍ
Ｂ
Ａ
卒
業
生
た
ち
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
基
本
的
な
行
動
の
ル
ー
ル
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。」（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
曲
阜
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）

（
44
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
広
州
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。

（
45
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
深
圳
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。
将
来
の
研
究
で
、
こ
の
特
殊
な
試
み
の
宗
教
的
側
面
に
も
う
一
度
焦
点
を
当
て
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
。
実
際
、
い
か
な
る
重
要
性
の

「
儒
教
」
組
織
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
自
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
持
っ
て
い
る
。
時
に
は
日
に
数
千
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
が
そ
こ
を
訪
れ
る
場
合
も
あ
る

）
46
（

。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
行
動
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
孤
立
し
た
活
動
家
た
ち
に

と
っ
て
は
、
主
要
な
ツ
ー
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
深
圳
か
ら
曲
阜
ま
で
、
こ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、「
実
体
の
な

い
書
院
」
の
有
効
性
を
、
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
の
参
加
者
に
共
通
す
る
討
論
や
活
動
の
組
織
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

）
47
（

。

　
以
上
、
教
育
事
業
に
関
連
し
て
「
儒
教
復
興
」
が
と
る
多
様
な
形
態
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
こ
の
復
興
に
顕
著
な

特
徴
の
一
つ
に
注
意
を
向
け
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
逆
説
的
な
反
知
性
主
義
で
あ
る
。

　
近
代
的
な
反
知
性
主
義

―
身
体
・
子
供
・
民
衆

理
論
的
な
も
の
と
の
対
立

―
身
体

　「
話
を
少
な
く
し
、
行
動
を
多
く
す
る
」
と
い
う
一
耽
学
堂
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
昨
今
の
儒
教
復
興
を
特

徴
づ
け
る
、
理
論
的
な
も
の
へ
の
深
い
疑
念
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
昨
今
の
儒
教
復
興
に
お
い
て
、
自
己
変
革
は
知
的
な

作
業
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
は
確
か
に
そ
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
身
体
を
含
む
個
人
の
全
て
に
係
わ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
耽
学
堂
に
は
、
早
朝
に
公
園
で
行
わ
れ
る
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
古
典
テ
キ
ス
ト
（
た
と
え
ば
『
大

学
』）
講
読
の
定
例
集
会
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
人
の
参
加
も
歓
迎
さ
れ
る
。
こ
の
集
会
は
、
ふ
つ
う
五
〇
分
か

か
り
、
体
操
で
始
ま
る
。

　
こ
の
体
操
は
古
来
の
自
己
修
養
の
実
践
に
由
来
す
る
も
の
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
簡
略
化
し
一
部
修
正
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
改
善
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的
は
身
体
と
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
呼
吸
を
整
え
る
こ
と
に
あ
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り
ま
す
。
…
…

）
48
（

　
こ
の
小
グ
ル
ー
プ
は
、
交
替
で
違
っ
た
読
み
方
を
行
う
（
担
当
者
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
向
か
っ
て
読
む
、
集
団
で
読
む
、
交
互
に
読
む
、

一
人
で
読
む
、
リ
ズ
ム
を
変
え
て
読
む
、
意
識
し
て
ゆ
っ
く
り
と
読
む
、
な
ど
）
。
こ
の
方
法
で
、
異
な
っ
た
仕
方
で
テ
キ
ス
ト
に
没
頭
す

る
こ
と
で
参
加
者
の
学
ぶ
喜
び
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
様
々
な
出
自
と
「
レ
ベ
ル
」
の
参
加
者
に
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
49
（

。

こ
の
講
読
の
目
的
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

早
朝
講
読
の
目
的
の
一
つ
は
「
知
行
合
一
」
で
す
。
し
た
が
っ
て
毎
週
『
論
語
』
の
一
章
以
上
は
読
ま
な
い
と
い
う
の
が

適
切
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
心
で
理
解
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
暗
誦
で
き
る
よ
う
に
、
何
度
も
読
み
直
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
丁
寧
な
や
り
方
で
私
た
ち
の
日
常
生
活
と
『
論
語
』
の
章
句
を
し
っ
か
り
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、『
論
語
』

が
本
当
に
我
々
の
生
活
に
根
を
下
ろ
し
た
も
の
に
な
る
の
で
す
。
第
二
の
目
的
は
、
私
た
ち
の
本
性
を
涵
養
す
る
こ
と
で

す
。

―
も
し
私
た
ち
が
も
う
少
し
時
間
を
費
や
し
て
見
晴
ら
し
の
よ
い
気
持
ち
の
よ
い
風
景
の
場
所
に
行
っ
て
体
操
し
、

そ
し
て
も
し
永
遠
性
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
読
む
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
全
て
が
私
た
ち
の
心

を
浄
化
し
、
私
た
ち
の
本
性
を
涵
養
し
、
私
た
ち
の
「
浩
然
之
気
」
（
高
貴
な
魂
）
を
強
め
る
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す

）
50
（

。

（
46
）
儒
教
復
興
を
目
的
と
す
る
主
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
例
と
し
て
、「
原
道
」（yuandao

）、「
国
学
論
壇
」（bbs.guoxue.com

）、「
華
夏
復
興
」（hxfx.net

）、

「
漢
網
」（hanm

inzu.com

）、「C
onfucius 2000

」（
比
較
的
学
術
的
な
サ
イ
ト
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
47
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
曲
阜
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
深
圳
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。
こ
の
状
況
に
関
し
て
は
、
山
東
省
の
古
い
「
聖
な
る
都
市
」
で
あ
る

曲
阜
の
裕
福
と
は
言
え
な
い
出
身
の
人
び
と
（
専
門
的
な
労
働
者
や
教
師
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
ま
だ
実
体
を
持
た
な
い
「
書
院
」
で
あ
る
、
蛛
絲

書
院
が
代
表
的
で
あ
る
。
個
人
的
な
取
り
組
み
の
も
う
一
つ
の
例
は
、
実
践
儒
教
を
推
進
す
る
「
中
国
実
儒
網
」（shiru.cn

）
と
い
う
新
し
い
サ
イ
ト
の

展
開
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
あ
ま
り
影
響
力
が
大
き
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
活
動
の
形
態
を
例
示
し
て
い
る
。

（
48
）『
一
耽
学
堂
通
訊
』
第
九
号
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
二
頁
。

（
49
）
同
上
。
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早
朝
の
古
典
講
読
を
続
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
「
濁
気
」（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
エ
ナ
ジ
ー
）
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
気
」（
エ
ナ
ジ
ー
）
と
私
た
ち
の
「
神
」（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
次
元
）
が
「
神
清
気
爽
」（
直
観
と
静
穏
）
の
境
地
に
達
す
る

の
で
す
。
体
を
鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、
大
い
な
る
真
実
と
、
よ
り
十
全
な
、
統
一
さ
れ
た
人
間
性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
古
典
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
文
化
の
根
源
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
古
代
の
人
び
と

が
、
違
う
形
で
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
と
同
じ
悩
み
に
向
き
合
っ
て
い
た
と
い
う
発
見
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
も
な
お
そ
の
悩
み
は
ず
っ
と
同
じ
も
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
古
典
か
ら
今
で
も
有
用
な
英
知
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
毎
日
の
講
読
運
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
聖
人
た
ち
と
の
日
々
の
交
流
に
加
わ
る
の
で
す

）
51
（

。

　
こ
れ
ら
の
証
言
は
理
論
的
な
説
明
で
は
な
く
、
自
己
変
革
の
実
際
の
体
験
の
共
有
と
省
察
を
意
図
し
た
も
の
で
、
身
体
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
と
の
「
一
体
化
」
の
過
程
で
あ
り
、
玩
味
と
浸
透
の
経
験
で
あ
り
、
体
操
、
呼
吸
、

そ
し
て
そ
の
ゆ
る
や
か
な
行
動
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
証
言
に
は
、
体
験
さ
れ
る
も
の
（「
濁
気
」
の
浄
化
、
真
実
や

人
間
性
の
よ
り
十
全
な
形
態
の
喚
起
、
な
ど
）
に
つ
い
て
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
当
に
問
題
な
の
は
、
万
人
が
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
現
実
の
体
験
で
は
な
く
、
一
時
的
な
も
う
一
つ
の
境
地
（「
神
清
気
爽
」）
へ
の
接
触
や
、
よ
り
持
続
的
な
自
己

変
革
の
感
覚
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
信
仰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
。
こ
の
体
験
は
、

絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
る
、
日
々
の
生
活
と
テ
キ
ス
ト
の
間
を
行
き
来
す
る
運
動
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
次
第
に
記
憶
さ
れ
る
。

私
が
会
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
こ
の
過
程
の
有
効
性
は
自
明
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
経
験
や
、
個
人
と
そ
の
行
動
の
完
全
な
傾
倒
の
評
価
は
、
一
耽
学
堂
の
農
村
で
の
活
動
に
も
見
ら
れ

る
。
今
日
の
一
部
の
儒
家
に
と
っ
て
、
土
と
農
民
の
世
界
は
非
常
に
「
神
秘
的
な
」
あ
る
い
は
想
像
的
な
一
面
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
農
村
に
基
盤
を
置
い
て
中
国
文
明
を
再
構
築
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
り
変
え
た
儒
家
の
系
譜
の

中
に
は
、
梁
漱
溟
が
守
護
聖
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
教
育
を
受
け
て
い
な
い
農
民
が
彼
ら
自
身
の
体
験
か
ら
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英
知
に
触
れ
自
ら
を
啓
蒙
す
る
機
会
を
得
る
と
い
う
例
は
、
知
的
な
衒
学
趣
味
か
ら
は
程
遠
い
も
の
で
、
や
は
り
一
耽
学
堂
の

モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
運
動
が
、
特
に
農
村
旅
行
を
手
配
し
て
参
加
者
に
農
村
に
戻
る
こ
と

を
勧
め
て
い
る
と
い
う
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
農
村
で
は
本
当
に
構
造
化
さ
れ
た
活
動
を
組
織
す
る
手
段
が
な
い

た
め
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
主
と
し
て
入
会
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

―
農
民
の
世
界
に
投
げ
込
ま
れ
、
田

舎
道
を
歩
く
こ
と
は
、
若
い
都
会
人
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
夢
見
る
中
国
文
明
の
、
明
確
な
、
身
体
的
で
す
ら
あ
る
よ
う
な

体
験
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
に
、
全
人
的
な
自
己
修
養
と
い
う
形
態
を
取
っ
た
民
衆
的
な
儒
教
復
興
の
反
知
性
主
義
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
の
反
知
性
主
義
の
立
場
は
、
別
の
人
々
を
変
革
し
完
成
さ
せ
る
試
み
と
し
て
も
現
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
関

心
の
中
心
と
な
る
の
は
、
子
供
で
あ
る
。

自
己
の
変
革
、
他
者
の
変
革

―
子
供

　「
小
児
読
経
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
運
動
は
、
現
代
の
伝
統
文
化
回
帰
の
最
も
目
を
引
く
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の

古
典
は
専
ら
儒
家
の
テ
キ
ス
ト
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の

）
52
（

、
そ
れ
で
も
や
は
り
四
書
（『
大
学
』『
論
語
』『
中
庸
』

『
孟
子
』）
が
重
要
な
参
照
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
運
動
が
全
く
異
な
っ
た
環
境
で
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
見
て

き
た
。
必
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、
子
供
が
毎
週
（
有
料
の
）
講
読
の
授
業
に
参
加
す
る
私
立
学
校
、
公
立
学
校
で
授

業
の
合
間
や
放
課
後
に
行
わ
れ
る
勉
強
時
間
、
友
人
や
隣
人
が
講
師
を
招
い
て
開
く
私
的
な
会
合
、
再
開
さ
れ
た
伝
統
的
な
機

関
（
私
塾
、
学
堂
、
書
院
）
、
儒
教
に
影
響
を
受
け
た
社
長
が
社
員
と
そ
の
家
族
を
招
い
て
古
典
の
講
読
を
行
う
企
業
、
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
運
動
の
統
計
を
と
る
の
は
難
し
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
兆
候
は
、
こ
の
運
動
が
巨
大
な
勢
力
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
数

（
50
）
同
上
。

（
51
）
同
上
。
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百
万
人
の
子
供
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
牟
宗
三
の
弟
子
で
あ
る
台
湾
の
王
財
貴
の
役
割
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
彼
は
こ
れ
ら
の
古
典
講
読
の
推
進
に
加
え
、
教

育
の
「
理
論
家
」
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
彼
が
主
張
す
る
教
育
は
子
供
の
能
力
の
分
析
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
そ
れ
は
知
識
を
理
解
す
る
能
力
で
は
な
く
、
年
齢
に
応
じ
た
子
供
の
発
達
の
四
つ
の
段
階
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る

）
53
（

。
四

歳
か
ら
一
三
歳
の
子
供
を
対
象
と
す
る
第
二
の
段
階
が
、
古
典
テ
キ
ス
ト
講
読
の
中
心
と
な
る
。
こ
の
年
齢
は
非
常
に
高
い
記

憶
力
と
非
常
に
弱
い
理
解
力
と
い
う
特
徴
を
持
つ
段
階
で
、
そ
の
時
点
で
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
も
、
人
生
を
通
じ
て
子
供

た
ち
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
基
礎
的
な
知
識
の
蓄
積
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
こ
の
知
識
は
、「
聖
人
た
ち
の
道
徳
的
聡
明
さ
」

を
育
て
、「
心
と
性
格
と
行
動
の
率
直
さ
を
涵
養
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、「
難
し
い
も
の
か
ら
簡
単
な
も
の
へ
」、

言
い
換
え
れ
ば
、
理
解
の
容
易
さ
と
は
反
対
の
方
向
に
向
か
う
、
古
典
の
漸
進
的
な
吸
収
を
含
む
。
次
第
に
理
解
力
が
発
達
し

た
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
古
典
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
理
解
可
能
な
材
料
と
な
り
、
彼
ら
の
日
々
の
生
活
、
行
動
、
選
択
を
啓

蒙
す
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
事
情
の
異
な
る
い
く
つ
か
の
古
典
テ
キ
ス
ト
教
育
の
集
ま
り
に
参
加
し
、
講
師
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
供

た
ち
は
完
全
に
暗
記
す
る
ま
で
テ
キ
ス
ト
を
集
団
で

―
非
常
に
大
き
な
声
で

―
何
度
も
読
み
直
す
。
声
の
ト
ー
ン
は
単
調

で
機
械
的
な
も
の
で
、
一
耽
学
堂
の
若
い
参
加
者
た
ち
の
緩
慢
さ
へ
の
崇
拝
と
は
明
ら
か
に
対
照
的
に
、
リ
ズ
ム
は
早
く
な
り

が
ち
だ
っ
た
。
実
際
、
暗
記
は
目
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
結
果
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
は
、
暗
誦
の
た
め
に
覚
え
て
お
く
こ

と
を
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
を
常
に
繰
り
返
し
唱
え
る
こ
と
が
、
長
い
章
句
や
テ
キ
ス
ト
の
全
て
さ
え

も
暗
誦
で
き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
ま
で
完
全
に
記
憶
す
る
助
け
と
な
る
か
ら
で
あ
る

）
54
（

。
こ
れ
は
「
西
洋
古
典
」
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
。
私
た
ち
は
子
供
た
ち
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
ま
る
ま
る
一
篇
を
暗
誦
す
る
の
を
聞
い
た
。
彼
ら
は
一
言
も
英

語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
発
音
を
中
国
語
に
転
写
し
た
も
の
と
録
音
を
使
っ
て
暗
記
し
た
の
で
あ
る
。
親
や
教
師
は
み

な
、
子
供
は
こ
の
講
読
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
と
言
う

）
55
（

。
よ
く
引
証
さ
れ
る
全
く
正
反
対
の
事
例
は
、
近
代
教
育
シ
ス
テ
ム
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に
お
け
る
数
学
の
指
導
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
子
供
た
ち
は
（
専
門
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
人
間
的
発
達
に
係
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
）
役

に
立
た
な
い
、
彼
ら
の
能
力
を
越
え
た
知
識
を
吸
収
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

）
56
（

。
古
典
講
読
は
「
礼
」
の
指
導
も

伴
う
も
の
で
、
多
く
の
場
合
は
朱
熹
あ
た
り
の
格
言
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
行
動
の
ち
ょ
っ
と
し
た
規
則
で
あ
る
（
大
人
に
は
会
釈

し
て
挨
拶
す
る
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
服
装
を
す
る
こ
と
、
整
理
整
頓
す
る
こ
と
、
な
ど
）
。
朱
熹
は
他
の
新
儒
家
の
改
革
者
た
ち
と
同
様
、

子
供
に
身
体
的
な
習
慣
や
自
分
自
身
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る

）
57
（

。

　
古
典
講
読
に
よ
る
教
育
と
い
う
概
念
は
も
ち
ろ
ん
強
力
な
歴
史
的
基
盤
を
持
つ
も
つ

）
58
（

。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
宋
代

か
ら
清
代
に
か
け
て
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
子
供
の
初
期
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
で
、「
中
国
の
著
述
家
た
ち
は
子
供

の
発
達
に
関
し
て
具
体
的
な
年
齢
の
特
定
を
非
常
に
重
視
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
思
春
期
以
前
の
暗
記
の
役

（
52
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
人
び
と
に
よ
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
、
道
家
の
テ
キ
ス
ト
や
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
含
む
西
洋
の
「
古
典
」
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。

（
53
）
王
財
貴
『
児
童
経
典
誦
書
的
基
本
理
論
』
北
京

：

北
京
師
範
大
学
影
像
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
―
一
〇
頁
。
同
様
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
は
、「
完

美
的
人
才

―
人
生
四
階
段
教
育
理
念
」
一
―
三
頁
（
著
者
は
不
明
だ
が
、
王
財
貴
の
理
論
に
影
響
を
受
け
た
も
の
）
が
あ
る
。

（
54
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
も
、「
読
」（du

、「
読
経
」
と
い
う
言
葉
に
使
わ
れ
る
）
と
い
う
語
が
、「
読
む
こ
と
」
と
「
反
復
し
て
習
う
こ
と
」
と
い

う
二
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Jacques G

ernet, “L’éducation des prem
ières années (du 11èm

e au 17èm
e s.),” in C

hristine 
N

guyen Tri and C
atherine D

espeux (eds.), Education et instruction en C
hine, vol.1, L’éducation élém

entaire, Paris and Leuven, Editions Peeters, 2003, 
p.  41.

（
55
）
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
本
当
に
確
信
し
て
い
た
場
合
で
さ
え
も
、
歴
史
的
に
、
多
く
の
著
述
家
は
こ
の
よ
う
な
機
械
的
な
学
習
方
法
に
全
く
同
意
し
な

い
旨
を
強
調
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
謝
肇
淛
（
一
五
六
七
―
一
六
二
四
）
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
う
少
し
論
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
参
照
。

（
56
）
数
学
の
指
導
は
、
中
国
で
非
常
に
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
王
財
貴
は
こ
れ
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
前
掲
『
児
童
経
典
誦
書
的
基
本
理
論
』
八

―
九
頁
。

（
57
）
同
上
、
二
五
頁
。

（
58
）
子
供
の
教
育
や
中
国
の
古
典
の
学
習
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
宋
代
に
つ
い
て
の
李
弘
祺
（T

hom
as H

. C
. 

Lee

）
の
著
書
や
、
も
っ
と
最
近
の
も
の
で
は
、
非
常
に
興
味
深
い
研
究
で
あ
るBai Lim

in, Shaping the Ideal C
hild, H

ong K
ong: T

he C
hinese U

niversity 
Press, 2005. 

を
参
照
。
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割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
世
儀
（
一
六
一
一
―
一
六
七
二
）
に
よ
れ
ば
、「
一
四
歳
以
下
の
子
供
は
性
的
な
感
情
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
記
憶
に
優
れ
て
い
る
が
、
理
解
す
る
の
は
苦
手
で
あ
る

）
59
（

」。
し
た
が
っ
て
、
基
礎
的
な
指
導
を
浸
透
さ
せ
る
に
は

こ
の
時
期

―
特
に
一
〇
歳
以
下

―
の
高
い
順
応
性
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
テ
キ

ス
ト
の
文
脈
を
子
供
に
理
解
さ
せ
る
必
要
を
考
え
る
と
こ
の
理
論
は
間
違
っ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
謝
肇
淛
（
一
五
六
七

―
一
六
二
四
）
は
理
解
を
伴
わ
な
い
反
復
教
育
の
利
点
を
強
調
す
る
も
の
の
、
王
筠
（
一
七
六
四
―
一
八
五
四
）
の
よ
う
に
、
こ
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
全
く
批
判
的
な
者
も
あ
る

）
60
（

。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
儒
家
の
中
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
、
理
解
か
ら
学

習
を
切
り
離
す
や
り
方
は
、
必
ず
し
も
歴
史
的
な
先
達
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
も
尊

い
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
重
要
性
を
付
与
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
い
う
考
え
方
は
共
通
し
て
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

陸
世
儀
が
そ
の
説
を
継
承
し
た
陳
端
礼
（
一
二
七
一
―
一
三
四
五
）
は
、
儒
家
の
著
作
全
体
の
要
で
あ
る
四
書
五
経
に
集
中
す
る

た
め
、
注
釈
は
傍
ら
に
置
く
べ
き
だ
と
主
張
す
る

）
61
（

。

　
基
本
テ
キ
ス
ト
を
高
く
評
価
す
る
の
も
、
現
在
の
中
国
に
お
け
る
運
動
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
活
動
家
た
ち
は
彼
ら
の
実

践
を
正
当
化
す
る
た
め
に
当
然
な
こ
と
な
が
ら
歴
史
的
伝
統
を
引
き
合
い
に
出
す
が
、
そ
の
際
い
か
な
る
注
釈
を
も
介
在
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
古
代
の
テ
キ
ス
ト
に
直
接
文
字
通
り
に
触
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
解
釈
学
者
や
注
釈
家
、
そ
し
て
彼
ら

に
付
随
す
る
、
儒
学
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
解
釈
学
的
伝
統
を
傍
ら
に
置
き
、
よ
り
一
般
的
な
問
題
を
提
起
す
る
。

今
日
の
中
国
に
お
け
る
あ
る
種
の
「
儒
教
原
理
主
義
」
の
発
展
可
能
性
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
媒
介
な
し
に
正
典
の
テ
キ
ス
ト
に
接
近
す
る
と
い
う
こ
の
特
徴
的
な
や
り
方
の
効
果
は
衝
撃
的
な
も
の
だ
が
、
前
述
の
よ
う

に
一
耽
学
堂
の
青
年
た
ち
が
既
に
そ
れ
を
提
唱
し
て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
が
会
っ
た
あ
る
親
た
ち
も
、
こ
の
訓
練
を
自
分
の

子
供
の
教
育
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
の
子
供
を
義
務
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
引
き
上
げ
て
私
塾
に
入
れ

る
よ
う
な
非
主
流
派
の
最
も
過
激
な
活
動
家
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
講
読
は
、
独
特
な
、
ほ
と
ん
ど
魔
法
の

よ
う
な
性
質
の
も
の
に
見
え
る
よ
う
だ
。

―
そ
れ
を
習
う
子
供
は
必
ず
他
の
子
供
よ
り
も
鋭
敏
で
、
彼
の
「
合
群
」
（
社
会
統
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合
）
の
能
力
は
増
大
し
、
彼
に
は
聖
人
へ
の
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
古
典
を
推
進
す
る
運
動
は
、
子
供
、
親
、
そ
し
て
「
師
」
の
三
角
形
の
中
に
現
れ
る
。
実
際
に
、
テ
キ
ス
ト
の
伝
達
は
個
人

よ
り
も
家
族
集
団
で
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
た
し
か
に
、
親
は
子
供
と
一
緒
に
家
で
講
読
を
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
、
異
な

る
世
代
が
一
緒
に
集
ま
る
集
団
朗
読
会
に
も
参
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
文
化
へ
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
師
」
か
ら
す
れ
ば
、
子
供
は
テ
キ
ス
ト
を
更
に
広
め
る
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、「
師
」
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
区
別
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
師
」
は
も
ち
ろ
ん
講
読
会
を
主
催
す
る
人
物
だ
が
、
古
典
を

推
進
す
る
責
任
を
持
つ
活
動
家
と
し
て
、
文
化
復
興
を
推
進
す
る
た
め
の
梃
子
と
し
て
戦
略
的
に
あ
る
い
は
政
治
的
に
子
供

を
利
用
す
る
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
種
類
の
「
師
」
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
者
の
相
互
補
完
性
が
読
経
運
動

の
中
で
活
動
す
る
「
カ
リ
ス
マ
」
を
洞
察
す
る
助
け
と
な
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
パ
ル
マ
ー
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
起
こ
っ
た

「
気
功
」
運
動
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、「
師
」、
達
人
、
そ
し
て
「
気
」
（
呼
吸
／
エ
ナ
ジ
ー
）
自
体
の
間
の
つ
な
が
り
に
注
意
を

喚
起
し
て
い
る
。
た
と
え
そ
の
こ
と
が
彼
の
個
人
的
な
権
威
を
掘
り
崩
す
と
い
う
二
次
的
な
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
と
し
て
も
、

「
気
」
は
「
師
」
の
カ
リ
ス
マ
の
基
盤
な
の
で
あ
る

）
62
（

。
現
実
の
身
体
に
係
わ
る
次
元
で
は
二
つ
の
体
験
は
明
ら
か
に
異
な
る
も

の
の
、
こ
の
「
気
」
の
役
割
は
、
古
典
に
お
け
る
「
徳
」
の
役
割
と
対
比
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
程
テ
キ
ス
ト
と
の

（
59
）Jacques G
ernet,  “L’éducation des prem

ières années (du 11èm
e au 17èm

e s.),” op.cit., p. 38.

（
60
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
が
王
筠
の
テ
キ
ス
ト
を
訳
し
て
い
る
。「
学
生
は
人
間
で
あ
り
、
犬
や
豚
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
の
説
明
な
し
に

テ
キ
ス
ト
を
暗
記
さ
せ
る
こ
と
は
、
お
経
を
読
ん
だ
り
木
を
噛
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
〔
無
味
乾
燥
な
〕
も
の
だ
。」Ibid., p. 42. 

同
じ
意
図
で
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
清
代
の
唐
彪
も
機
械
的
な
指
導
法
を
強
く
批
判
し
て
お
り
、
北
宋
後
期
の
王
日
休
も
、
子
供
は
彼
ら
が
暗
記
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
61
）Ibid, p.37.

（
62
）D

avid Palm
er, “R

ationalizing Re-enchantm
ent : C

harism
a, Affiliation and O

rganization in C
ontem

porary Body C
ultivation M

ovem
ents,” a paper 

presented at T
he International C

onference on Religion and Social Integration in C
hinese Societies, H

ong Kong, 28–30 June 2007, p. 7. (Forthcom
ing in 

N
ova Religio).
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「
一
体
化
」、
そ
の
遂
行
的
な
特
徴
、
そ
し
て
自
己
変
革
の
実
践
と
し
て
の
暗
誦
に
つ
い
て
述
べ
た
。
テ
キ
ス
ト
と
の
「
一
体

化
」
か
ら
生
じ
る
客
観
的
な
パ
ワ
ー
が
存
在
し
、「
気
」
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
力
は
各
人
に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
得
る
。
カ

リ
ス
マ
は
一
義
的
に
は
テ
キ
ス
ト
の
講
読
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
る

）
63
（

。
そ
の
限
り
で
は
、
講
読
を
指
導
す
る
「
師
」
の
個
人
的
な

カ
リ
ス
マ
は
往
々
に
し
て
微
々
た
る
物
に
過
ぎ
な
い
。
私
た
ち
が
珠
江
デ
ル
タ
の
い
く
つ
か
の
私
塾
を
訪
れ
た
際
、
そ
れ
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
私
塾
の
一
つ
で
は
、
親
た
ち
が
大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
二
〇
歳
前
後
の
若
い
女
性
た
ち
を

「
師
」
に
選
ん
だ
が
、
彼
女
た
ち
自
身
も
ほ
ん
の
少
し
前
に
儒
教
の
テ
キ
ス
ト
に
詳
し
く
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
女
た
ち

の
主
な
「
資
格
」
は
、
彼
ら
の
自
己
修
養
へ
の
熱
意
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
道
徳
的
に
信
用
性
さ
れ
得
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た

）
64
（

。

エ
リ
ー
ト
以
外
の
儒
教

―
民
衆

　
現
実
の
儒
教
復
興
は
広
い
民
衆
的
な
基
盤
を
持
つ
。
多
く
の
活
動
家
た
ち
は
、
農
民
や
労
働
者
階
級
と
い
っ
た
裕
福
と
は
言

え
な
い
出
身
で
あ
る
。
一
耽
学
堂
の
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
で
あ
る
逢
飛
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
彼
が
労
働

者
階
級
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
日
、
儒
教
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
り
、
社
会
で
古
典
の
読
書
会
を
組

織
し
、
彼
ら
の
こ
こ
ろ
み
に
参
加
し
て
古
典
を
読
む
こ
と
を
労
働
者
に
勧
め
、
学
校
を
開
く
こ
と
さ
え
す
る
活
動
家
た
ち
は
、

往
々
に
し
て
似
た
背
景
を
持
つ
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
必
ず
し
も
大
学
に
通
っ
た
こ
と
が
な
く
、
彼
ら
の
儒
教
伝
統
の
再
発

見
は
全
く
異
な
っ
た
道
を
た
ど
っ
て
い
る

）
65
（

。
こ
の
現
象
が
学
術
的
あ
る
い
は
政
治
的
に
制
度
化
さ
れ
た
「
精
英
」
（
エ
リ
ー
ト
）

に
よ
っ
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
形
式
で
導
か
れ
た
運
動
で
な
い
こ
と
は
総
じ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
起
源
に
お
い
て
も

使
命
に
お
い
て
も
「
平
民
」
的
な
こ
こ
ろ
み
で
あ
る

）
66
（

。
活
動
家
に
加
え
、
こ
の
運
動
の
支
持
者
や
シ
ン
パ
た
ち
も
、
時
に
は
社

会
の
よ
り
高
い
階
層
（
学
生
、
幹
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
）
を
出
自
と
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
賃
金
労

働
者
で
あ
る

）
67
（

。
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し
た
が
っ
て
、
前
述
の
深
圳
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
伝
統
文
化
と
儒
教
に
関
す
る
討
論
会
の
際
、
五
〇
人
前
後
の
聴
衆
は
裕
福

で
は
な
い
背
景
と
多
様
な
年
齢
集
団
を
出
自
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
労
働
者
、
中
小
企
業
経
営
者
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
社
員
（
ウ
ェ
イ
タ
ー
と
コ
ッ
ク
）
が
い
た
。「
農
民
戸
口
」
（
農
民
戸
籍
）
を
持
つ
者
が
何
人
か
い
た
が
、
都
市
に
仕
事
を
探

し
に
来
た
者
と
、
国
営
企
業
で
肉
体
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
る
者
が
い
た
。
古
典
中
国
語
（
口
語
で
は
な
い
）
を
覚
え
る
ほ
ど
、

日
々
の
『
論
語
』
の
講
読
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
言
う
者
も
い
た
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
へ
の
喜
び
を
露

に
し
て
お
り
、
も
っ
と
早
く
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
似
た
現
象
は
他
の
都
市
や
他
の
状
況
で
も

見
ら
れ
た

）
68
（

。

　
こ
の
種
の
「
大
衆
向
け
儒
教
」
が
参
照
す
る
の
は
何
か
？
　
そ
れ
が
学
術
的
な
論
文
で
あ
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
古
来

の
テ
キ
ス
ト
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
釈
を
考
慮
に
入
れ
る
場
合
も
、
聖
人
の
教
え
と
具
体
的
な

日
々
の
生
活
の
間
の
つ
な
が
り
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
一
九
四
九
年
に
難
民
と
し
て
台
湾
に
渡
っ
た
、
仏
教
の

専
門
家
で
布
教
者
で
あ
っ
た
知
識
人
南
懐
瑾
の
役
割
は
、
こ
の
点
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
、
一
九
九
〇
年
以

（
63
）
カ
リ
ス
マ
は
、
テ
キ
ス
ト
の
講
読
を
通
じ
て
、
中
国
の
歴
史
と
伝
統
に
よ
っ
て
そ
れ
に
与
え
ら
れ
る
権
威
か
ら
も
も
た
ら
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
、
親
が

係
わ
る
と
い
う
点
で
こ
の
二
つ
の
側
面
も
関
連
す
る
。

（
64
）
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
二
〇
〇
七
年
六
月
。

（
65
）
将
来
の
論
文
で
、
人
び
と
を
儒
教
と
古
典
文
化
へ
の
回
帰
に
駆
り
立
て
る
動
機
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
儒
教
活
動
家
の
社
会
的
出
身
に
つ

い
て
総
合
的
な
統
計
は
と
っ
て
い
な
い
が
、
中
国
の
様
々
な
地
方
で
の
活
動
家
た
ち
に
対
す
る
広
範
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
こ
の
現
象
の
頻
度
を
検
討
し

た
。

（
66
）
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
こ
の
運
動
に
活
発
に
参
加
し
て
い
る
知
識
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
67
）
私
た
ち
の
現
在
ま
で
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
は
都
市
あ
る
い
は
都
市
周
縁
の
地
域
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
農
村
地
域
の
状
況
を
よ
り
よ

く
理
解
す
る
た
め
、
よ
り
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
た
っ
た
今
引
用
し
た
会
議
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
伝
統
文
化
が
子
供
の
教
育
に

果
た
し
得
る
積
極
的
な
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
、
集
会
の
司
会
が
解
決
策
を
提
供
す

る
と
い
う
体
験
の
共
有
に
重
点
を
置
く
の
で
あ
る
。「
実
践
儒
教
」
を
自
称
す
る
儒
教
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
さ
え
あ
る
（
注
47
を
参
照
）。

（
68
）
民
間
儒
教
は
具
体
的
な
問
題
を
解
決
す
る
の
に
「
便
利
」
で
実
用
的
な
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
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来
大
陸
で
非
常
に
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
個
性
的
な
古
典
読
解
（
儒
家
の
も
の
を
含
む
）
の
た
め
に
そ
う
で
あ
る
の
と
同

じ
く
ら
い
、
彼
自
身
の
個
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
伝
統
文
化
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て

い
る
。
一
耽
学
堂
は
最
近
、
あ
る
部
分
で
こ
れ
に
類
似
し
た
意
図
の
下
、「
道
を
悟
っ
た
」
清
末
の
農
民
で
あ
る
王
鳳
儀
と
い

う
人
物
の
三
冊
の
著
作
を
出
版
し
た

）
69
（

。
そ
の
序
文
で
、
逢
飛
は
王
鳳
儀
が
全
く
正
式
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
彼
の
知

性
が
全
て
人
生
上
の
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
強
調
す
る
。「
彼
が
使
う
こ
の
農
村
の
言
葉
は
、
人
生
の
生

き
た
言
葉
で
す
」。
言
い
換
え
れ
ば
、
教
え
は
ふ
つ
う
の
人
び
と
か
ら
生
ま
れ
て
、
ふ
つ
う
の
人
々
に
戻
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
の
洗
練
さ
れ
た
言
説
に
よ
る
遠
回
り
を
避
け
る
。
こ
の
大
衆
の
中
に
再
発
見
さ
れ
た
伝
統
を
普

及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
と
民
族
を
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
「
民
衆
」
と
「
エ
リ
ー
ト
」
の
関
係
の
特
徴
は
、
依
然
と
し
て
、
知
識
人
は
「
啓
蒙
」
の
守
護
者

と
し
て
の
役
割
と
い
う
広
く
共
有
さ
れ
た
見
方
に
よ
っ
て
結
束
し
、
自
ら
を
自
然
に
、
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
権
力
の

権
威
主
義
に
対
抗
す
る
民
族
の
超
越
的
な
利
害
の
代
表
者
と
み
な
す
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
単
純
化
で
あ
っ
た
が
、
た
し
か
に
、

も
は
や
そ
う
で
は
な
い
。「
普
遍
的
な
知
識
人
」
と
い
う
従
来
の
モ
デ
ル
は
、
も
っ
と
ず
っ
と
多
様
な
も
の
に
取
っ
て
替
わ
ら

れ
た
。
独
立
し
た
学
術
、
メ
デ
ィ
ア
知
識
人
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
特
定
の
権
利
の
認
可
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
活
動
家
、
と
い
っ
た

も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
知
識
人
と
「
民
衆
」
と
の
関
係
は
、
国
家
と
の
関
係
と
同
じ
く
ら
い
変
化
し
た
。
こ
こ
に
は
以
前
に
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
緊
張
が
見
ら
れ
る
。「
民
衆
（
と
回
帰
）
に
敵
対
す
る
知
識
人
」
と
い
う
考
え
は
、
現
在
で
は
完
全
に
受
け

入
れ
可
能
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
ら
を
儒
教
復
興
の
一
部
と
考
え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
資
格
を
持
つ
知
識
人
は
、「
民
間
儒
家
」
の
宣
言
へ
の
批
判
的

な
評
価
か
ら
分
裂
を
起
こ
す
場
合
が
あ
る
。
過
激
な
文
化
保
守
主
義
者
の
中
に
は
、
民
族
的
利
害
と
文
化
的
伝
統
の
双
方
を

考
慮
す
る
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
権
威
主
義
的
な
儒
教
化
の
長
所
を
賛
美
す
る
者
も
あ
る

）
70
（

。
そ
の
他
に
、
教
え
の
平

易
化
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
大
衆
的
な
派
生
物
に
批
判
的
な
知
識
人
も
い
る
。
清
華
大
学
教
授
の
彭
国
翔
は
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二
〇
〇
六
年
の
末
に
「
狭
隘
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
危
険
性
に
警
告
を
発
し
た
。
彼
は
、
そ
れ
が
儒
教
に
と
っ
て
「
死
神
の

口
付
け
」
に
な
る
と
考
え
て
い
る

）
71
（

。
そ
の
た
め
、
彼
は
儒
学
の
伝
統
に
つ
い
て
、
そ
の
正
当
な
再
建
を
考
え
て
真
摯
に
研
究
す

る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
真
摯
な
研
究
は
、
儒
教
の
名
に
お
い
て
も
の
を
言
う
、
知
的
な
資
格
を
も
つ
者
た

ち
の
仕
事
で
あ
る
。「
儒
教
」
知
識
人
と
大
衆
運
動
の
矛
盾
は
、
本
当
の
社
会
現
象
に
特
に
は
っ
き
り
と
現
れ
る
。

―
于
丹

に
よ
る
古
典
講
読
で
あ
る
。

　
于
丹
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
教
授
で
あ
っ
て
、
儒
教
の
専
門
家
で
は
な
い
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
中
央
電
視
台
が
こ
の
カ
リ

ス
マ
的
な
女
性
を
招
い
て
『
論
語
』
に
つ
い
て
の
番
組
を
制
作
し
た
。
こ
の
番
組
で
彼
女
は
、
個
人
的
な
体
験
と
日
々
の
生

活
を
強
調
し
た
、
注
釈
付
き
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
生
き
生
き
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
こ
の
番
組
は
大

成
功
を
収
め
、
そ
れ
に
関
す
る
本
は
数
百
万
部
売
れ
た
。
し
か
し
こ
の
現
象
へ
の
反
応
は
大
き
く
分
か
れ
た
。
著
名
な
知
識
人

の
中
に
于
丹
を
支
持
す
る
者
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
哲
学
者
李
沢
厚
の
論
文
は
、「
彼
女
の
貢
献
は
、
古
典
へ
の
関
心
を
再

び
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
だ
」
と
指
摘
す
る

）
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（

。
李
沢
厚
は
、
于
丹
の
役
割
は
知
識
人
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
エ
リ
ー
ト
と
民

衆
の
間
の
架
け
橋
と
な
る
宣
教
者
か
福
音
伝
道
者
の
そ
れ
だ
と
言
う
。
李
沢
厚
は
ま
た
、
た
し
か
に
儒
教
の
宗
教
的
な
側
面

は
、
牟
宗
三
の
よ
う
な
現
代
儒
家
の
学
術
的
著
作
に
よ
っ
て
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
式
化
が
複
雑
で
抽
象
的

で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
へ
の
影
響
は
限
ら
れ
て
い
た
、
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
学
者
と
大
衆
化
機

能
を
も
つ
メ
デ
ィ
ア
と
の
間
の
、
不
可
避
的
か
つ
望
ま
し
い
分
業
で
あ
る
。
知
識
人
の
歴
史
家
葛
兆
光
も
ま
た
こ
の
現
象
の
積

（
69
）
王
鳳
儀
『
誠
明
録
』『
篤
行
録
』
長
春

：

吉
林
撮
影
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
王
鳳
儀
『
家
庭
倫
理
講
演
録
』
北
京

：

芸
術
与
人
文
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
。

（
70
）
た
と
え
ば
、
康
暁
光
『
仁
政

―
中
国
政
治
発
展
的
第
三
条
道
路
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

：G
lobal Publishing

、
二
〇
〇
五
年
、
を
参
照
。

（
71
）「
儒
学
復
興
的
深
思
」『
二
十
一
世
紀
経
済
報
道
』
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
八
日
、
三
四
―
三
五
頁
。

（
72
）
李
沢
厚
「
他
們
是
精
英
与
平
民
之
間
的
橋
梁
」〔
彼
ら
は
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
の
間
の
架
け
橋
で
あ
る
〕、
李
沢
厚
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、『
南
方
週
末
』

二
〇
〇
七
年
三
月
二
二
日
、
二
八
頁
。
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極
的
な
側
面
を
あ
る
程
度
認
め
る
も
の
の
、
続
け
て
エ
リ
ー
ト
の
説
明
責
任
と
古
典
の
通
俗
化
と
い
う
面
を
強
調
す
る
。
彼
は
、

「
広
範
な
民
衆
と
提
携
し
て
前
進
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
堕
落
し
な
い
た
め
に
」
平
易
化
と
い
う
困
難
な
技
術

を
よ
り
厳
し
く
管
理
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

）
73
（

。
し
か
し
、
多
く
の
学
術
的
な
批
判
は
、
于
丹
が
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
の
上
で
犯

し
た
間
違
い
と
、
そ
の
表
面
的
な
分
析
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
を
批
判
す
る
者
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
于
丹
は
単
純
に
こ
の

問
題
に
つ
い
て
話
す
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
。
彼
女
の
本
を
回
収
さ
せ
よ
う
と
い
う
努
力
の
中
で
、
一
〇
人
の
博
士
学
位
所
持

者
が
、
広
く
配
布
さ
れ
た
請
願
書
に
署
名
し
、
そ
の
中
で
彼
ら
は
、
古
人
の
教
え
へ
の
裏
切
り
と
、
古
人
を
放
し
飼
い
の
無
知

な
大
衆
の
中
に
投
げ
込
ん
だ
そ
の
や
り
方
を
糾
弾
し
た
。

　
現
在
で
は
、
儒
教
復
興
の
二
本
の
柱

―
「
平
民
」
（
民
衆
）
と
「
知
識
精
英
」
（
知
識
人
エ
リ
ー
ト
）

―
は
ま
だ
互
い
に
あ

ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
相
互
浸
透
の
余
地
は
あ
る
し
、
多
く
の
知
識
人
が
現
在
の

儒
教
復
興
の
運
動
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
大
学
内
に
お
け
る
古
典
的
な
制
度
の
復
活
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。
多

く
の
大
学
教
授
は
儒
教
に
影
響
を
受
け
た
社
会
・
教
育
へ
の
取
り
組
み
や
、
専
門
的
な
職
務
と
い
う
狭
い
領
域
を
乗
り
越
え
る

と
い
う
考
え
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
化
的
伝
統
へ
の
関
心
の
復
活
を
ほ
と
ん
ど
予
想
し
な
か
っ
た
学
術
の
世
界
と
、

こ
の
伝
統
が
、
一
般
民
衆
に
よ
っ
て
次
第
に
再
占
有
さ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
取
っ
て
い
る
形
態
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
中
国
は
、
二
一
世
紀
最
初
の
一
〇
年
に
、
一
連
の
教
育
運
動
の
展
開
を
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
儒
教
」
の
異
な
る
形
態
で
あ
る

と
自
称
す
る
そ
れ
ら
の
運
動
は
、
そ
の
多
様
性
と
そ
の
射
程
に
お
い
て
目
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
世
紀
に
起
き
た

教
育
革
命
に
対
す
る
拒
絶
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
歴
史
的
な
道
徳
観
の
再
構
築
と
い
う
形
を
取
っ
た
、
過
去
の
帝
国
時
代
の
栄

光
と
、
未
来
の
国
際
的
影
響
力
と
い
う
あ
て
に
な
ら
な
い
約
束
の
間
の
、
よ
り
控
え
め
な
場
所
に
前
世
紀
を
位
置
づ
け
る
相
対

化
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
「
民
衆
」（
こ
の
言
葉
が
一
定
の
解
釈
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
）
か
ら
広
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ま
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
が
、
単
な
る
政
治
的
な
道
具
化
あ
る
い
は
新
し
い
文
化
市
場
の
発
明
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
、

単
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
現
象
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
極
端
な
形
態
に
お
い
て
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
少
数

派
の
運
動
だ
が
、
そ
の
動
機
は
よ
り
深
い
も
の
で
あ
り
、
注
意
深
く
検
討
す
る
に
値
す
る
。

　
私
た
ち
が
教
育
的
側
面
を
考
慮
に
入
れ
て
現
在
の
「
儒
教
復
興
」
の
熱
意
の
分
析
に
着
手
し
た
の
は
、
こ
の
特
徴
的
な
面
が

公
的
な
制
度
的
領
域
で

―
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
距
離
を
と
っ
た
計
算
づ
く
の
関
係
の
中
で

―
相
対
的
に
自
由
に
展
開
さ
れ

得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
教
育
実
践
は
も
ち
ろ
ん
よ
り
広
い
文
化
的
文
脈
の
一
部
分
で
あ
る
。「
自
己
変
革
」
も
世
俗

を
超
越
し
た
価
値
に
訴
え
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
正
当
化
し
、
政
府
当
局
か
ら
の
何
ら
か
の
公
式
の
認
可
を
得

ら
れ
る
望
み
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
熱
意
の
上
に
は
、
必
然
的
に
宗
教
と
政
治
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
家
の
余
英
時
は
、
最
近
の
文
章
の
中
で
、
明
ら
か
に
世
俗
化
の
中
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
観
念
と
役
割
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
の
、
中
国
の
文
化
的
伝
統
に
お
け
る
重
要
性
を
強
調
し
た
。「
天
、
地
、
君
、
親
、
師
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
農
村
で

は
、
こ
の
五
つ
の
漢
字
は
い
ま
だ
に
「
対
句
」
で
書
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
中
華
民
国
の
成
立
以
降
、「
君
」
が
「
国
」

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。「
今
日
、「
高
層
文
化
」（
エ
リ
ー
ト
文
化
）
を
研
究
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、「
民
間
文
化
」
を
研
究
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
天
、
地
、
君
、
親
、
師
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る

価
値
体
系
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
74
（

」。
二
〇
世
紀
の
大
変
動
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
か
ら
な
る
世
界
を
あ
る

程
度
掘
り
崩
し
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
儒
家
」
的
な
未
来
を
目
指
す
い
か
な
る
訴
え
に
と
っ
て
も
、
こ
の
創
造
的
秩
序

は
新
し
い
独
立
し
た
試
み
の
基
本
的
構
造
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
確
実
に
架
空
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う

も
の
も
部
分
的
に
あ
る
一
方
で
、
実
現
を
目
指
す
も
の
も
あ
る
。

（
73
）
葛
兆
光
「
要
共
同
提
昇
不
能
集
体
沈
淪
」〔
と
も
に
上
昇
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
緒
に
堕
落
し
て
は
な
ら
な
い
〕、
葛
兆
光
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、『
南

方
週
末
』
二
〇
〇
七
年
三
月
二
二
日
、
二
八
頁
。

（
74
）
余
英
時
『
談
「
天
地
君
親
師
」
的
起
源
』
台
北

：G
lobal Publishing

、
一
九
九
六
年
、
一
〇
一
頁
。
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あ
る
意
味
で
は
、
私
た
ち
の
関
心
を
引
き
続
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
逆
説
的
な
反
知
性
主
義
的
な
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
師
」
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
も
な
く
発
表
さ
れ
る
二
つ
の
研
究
は
、
宗
教
と
政
治
の
領
域
に
お
け
る
「
師
」
と
新
し
い
人
格
と

の
関
係
、
そ
し
て
「
儒
教
」
と
い
う
言
葉
に
新
し
い
解
釈
を
与
え
よ
う
と
い
う
彼
ら
の
試
み
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。


